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(57)【要約】
【課題】コンピュータ操作に不慣れな利用者であっても
簡単にウェブログの投稿ができ、煩雑な操作手順を省略
することができ、利用者が自由に作成した原稿を任意の
ウェブログに登録することができる、読取画像転送装置
、読取画像転送システム、読取画像転送方法、プログラ
ム、シート、および、キャリアシートを提供することを
課題とする。
【解決手段】画像読取装置と、ネットワークを介してウ
ェブログサーバ装置とに接続された、読取画像転送装置
であって、ウェブログサーバ装置の接続先アドレス情報
と、ウェブログサーバ装置に対する転送プロトコルと、
ウェブログサーバ装置に利用者を識別させるための利用
者識別情報と、を少なくとも有する利用者設定情報を記
憶し、画像読取装置を制御して原稿から画像情報を読取
り、記憶部に格納し、記憶された利用者設定情報に基づ
いて、格納された画像情報をウェブログサーバ装置に転
送することを特徴とする。
【選択図】　　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像読取装置と、ネットワークを介してウェブログサーバ装置とに接続された、記憶部
と制御部とを少なくとも備えた読取画像転送装置であって、
　上記記憶部は、
　上記ウェブログサーバ装置の接続先アドレス情報と、上記ウェブログサーバ装置に対す
る転送プロトコルと、上記ウェブログサーバ装置に利用者を識別させるための利用者識別
情報と、を少なくとも有する利用者設定情報を記憶する利用者設定情報記憶手段を備え、
　上記制御部は、
　上記画像読取装置を制御して原稿から画像情報を読取る画像読取手段と、
　上記画像読取手段によって読取られた上記画像情報を上記記憶部に格納する読取画像格
納手段と、
　上記利用者設定情報記憶手段に記憶された上記利用者設定情報に基づいて、上記読取画
像格納手段によって格納された上記画像情報を上記ウェブログサーバ装置に転送する画像
転送手段と、
　を備えたことを特徴とする読取画像転送装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の読取画像転送装置において、
　上記読取画像転送装置は、
　更に表示部と入力部を備え、
　上記制御部は、
　上記画像読取手段によって読取られた上記画像情報を上記表示部に表示するよう制御す
る読取画像表示手段と、
　上記読取画像表示手段によって表示された上記画像情報を、上記画像転送手段により上
記ウェブログサーバ装置に転送させるか否かを、上記利用者に上記入力部を介して入力さ
せるよう制御する転送確認手段と、
　を更に備え、
　上記画像転送手段は、
　上記転送確認手段によって上記利用者により上記画像情報を転送すると入力があった場
合に、上記読取画像格納手段によって格納された上記画像情報を上記ウェブログサーバ装
置に転送すること、
　を特徴とする読取画像転送装置。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の読取画像転送装置において、
　上記記憶部は、
　複数の上記ウェブログサーバ装置毎に、上記接続先アドレス情報または上記転送プロト
コルを環境設定情報として記憶した各種ウェブログ用環境設定記憶手段を更に備え、
　上記制御部は、
　上記利用者に上記入力部を介して上記ウェブログサーバ装置の情報を入力させるよう制
御し、上記各種ウェブログ用環境設定記憶手段に記憶された上記環境設定情報に基づいて
当該ウェブログサーバ装置に対応する上記環境設定情報を上記利用者設定情報に設定し上
記利用者設定情報記憶手段に格納する利用者設定編集手段、
　を更に備えたことを特徴とする読取画像転送装置。
【請求項４】
　上記利用者設定情報は、
　更に上記ウェブログサーバ装置の画像掲載フォーマット情報を有し、
　上記読取画像格納手段は、
　上記画像読取手段によって読取られた上記画像情報を、上記利用者設定情報記憶手段に
記憶された上記画像掲載フォーマット情報に基づいて、上記ウェブログサーバ装置の上記
画像掲載フォーマットに適合するように変換して上記記憶部に格納すること、
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　を特徴とする請求項１乃至３のいずれか一つに記載の読取画像転送装置。
【請求項５】
　上記制御部は、
　上記画像情報から文字、記号または図形を認識して文字等情報を取得する文字等認識手
段、
　を更に備えたことを特徴とする請求項１乃至４のいずれか一つに記載の読取画像転送装
置。
【請求項６】
　上記利用者設定情報編集手段は、
　上記文字等認識手段により取得された上記文字等情報に基づいて、上記利用者設定情報
を編集すること、
　を特徴とする請求項５に記載の読取画像転送装置。
【請求項７】
　請求項１乃至６のいずれか一つに記載の読取画像転送装置は、更にＩＣカード読取装置
に接続され、
　上記制御部は、
　上記ＩＣカード読取装置を介してＩＣカードの課金制御を行うＩＣカード課金制御手段
、
　を更に備え、
　上記画像転送手段は、
　上記ＩＣカード課金制御手段によって上記ＩＣカードから課金された場合に、上記読取
画像格納手段によって格納された上記画像情報を上記ウェブログサーバ装置に転送するこ
と、
　を特徴とする読取画像転送装置。
【請求項８】
　請求項１乃至７のいずれか一つに記載の読取画像転送装置において、
　上記記憶部は、
　上記利用者のメールアドレス情報と上記利用者識別情報とを対応付けて記憶するメール
通知リスト記憶手段、
　を更に備え、
　上記制御部は、
　上記画像転送手段により転送された上記画像情報のウェブログへの掲載が成功したか否
かの掲載成否情報を上記ウェブログサーバ装置から受信し、上記利用者識別情報に対応す
る上記メールアドレスを送信先として、上記掲載成否情報を通知するメールを送信するメ
ール通知手段、
　を更に備えたことを特徴とする読取画像転送装置。
【請求項９】
　請求項１乃至８のいずれか一つに記載の読取画像転送装置は、更に少なくとも記憶部を
備えたウェブログ管理サーバ装置に上記ネットワークを介して接続され、
　上記ウェブログ管理サーバ装置の上記記憶部は、
　複数の上記ウェブログサーバ装置毎に、上記接続先アドレス情報、上記転送プロトコル
、または上記画像掲載フォーマット情報を基本環境設定情報として記憶したウェブログ管
理基本情報記憶手段を備え、
　上記利用者設定編集手段は、
　上記ウェブログ管理基本情報記憶手段に記憶された上記基本環境設定情報を参照し、上
記各種ウェブログ用環境設定記憶手段に記憶された上記環境設定情報を更新すること、
　を特徴とする読取画像転送装置。
【請求項１０】
　画像読取装置に接続され少なくとも記憶部と制御部を備えた読取画像転送装置と、少な
くとも記憶部と制御部と表示部と入力部を備えた情報通信端末装置と、ウェブログサーバ
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装置と、をネットワークを介して通信可能に接続して構成された読取画像転送システムで
あって、
　上記読取画像転送装置の上記記憶部は、
　上記ウェブログサーバ装置の接続先アドレス情報と、上記ウェブログサーバ装置に対す
る転送プロトコルと、上記ウェブログサーバ装置に利用者を識別させるための利用者識別
情報と、を少なくとも有する利用者設定情報記憶手段を備え、
　上記読取画像転送装置の上記制御部は、
　上記画像読取装置を制御して原稿から画像情報を読取る画像読取手段と、
　上記画像読取手段によって読取られた上記画像情報を上記読取画像転送装置の上記記憶
部に格納する読取画像格納手段と、
　上記読取画像格納手段によって格納された上記画像情報を添付して上記情報通信端末装
置にメールを送信する画像添付メール送信手段と、
　上記利用者設定情報記憶手段に記憶された上記利用者設定情報に基づいて、上記読取画
像格納手段によって格納された上記画像情報を上記ウェブログサーバ装置に転送する画像
転送手段と、
　を備え、
　上記情報通信端末装置の上記制御部は、
　上記画像添付メール送信手段によって送信された上記画像情報を上記情報通信端末装置
の上記表示部に表示するよう制御する読取画像表示手段と、
　上記読取画像表示手段によって表示された上記画像情報に対応する、上記画像転送手段
によって転送された上記画像情報を、ウェブログに掲載するか否かを上記利用者に上記入
力部を介して入力させるよう制御する掲載確認手段と、
　上記掲載確認手段によって上記利用者により上記画像情報を掲載すると入力があった場
合に、上記画像転送手段により転送された上記画像情報が上記ウェブログに掲載されるよ
う上記ウェブログサーバ装置を制御する掲載指示情報を上記ウェブログサーバ装置に送信
する掲載指示送信手段と、
　を備えたことを特徴とする読取画像転送システム。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の読取画像転送システムにおいて、
　上記読取画像転送装置の上記記憶部は、
　複数の上記ウェブログサーバ装置毎に、上記接続先アドレス情報または上記転送プロト
コルを環境設定情報として記憶した各種ウェブログ用環境設定記憶手段を更に備え、
　上記読取画像転送装置の上記制御部は、
　上記利用者に上記入力部を介して上記ウェブログサーバ装置の情報を入力させるよう制
御し、上記各種ウェブログ用環境設定記憶手段に記憶された上記環境設定情報に基づいて
当該ウェブログサーバ装置に対応する上記環境設定情報を上記利用者設定情報に設定し上
記利用者設定情報記憶手段に格納する利用者設定編集手段、
　を更に備えたことを特徴とする読取画像転送システム。
【請求項１２】
　上記画像添付メール送信手段は、
　画像サイズを縮小した上記画像情報を添付して上記メールを送信すること、
　を特徴とする請求項１０または１１に記載の読取画像転送システム。
【請求項１３】
　画像読取装置に接続され少なくとも記憶部と制御部を備えた読取画像転送装置と、少な
くとも記憶部と制御部と表示部と入力部を備えた情報通信端末装置と、ウェブログサーバ
装置と、をネットワークを介して通信可能に接続して構成された読取画像転送システムで
あって、
　上記読取画像転送装置の上記制御部は、
　上記画像読取装置を制御して原稿から画像情報を読取る画像読取手段と、
　上記画像読取手段によって読取られた上記画像情報を上記読取画像転送装置の上記記憶
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部に格納する読取画像格納手段と、
　上記読取画像格納手段によって格納された上記画像情報を添付して上記情報通信端末装
置にメールを送信する画像添付メール送信手段と、
　を備え、
　上記情報通信端末装置の上記記憶部は、
　上記ウェブログサーバ装置の接続先アドレス情報と、上記ウェブログサーバ装置に対す
る転送プロトコルと、上記ウェブログサーバ装置に利用者を識別させるための利用者識別
情報と、を少なくとも有する利用者設定情報を記憶する利用者設定情報記憶手段を備え、
　上記情報通信端末装置の上記制御部は、
　上記画像添付メール送信手段によって送信された上記画像情報を上記情報通信端末装置
の上記表示部に表示するよう制御する読取画像表示手段と、
　上記読取画像表示手段によって表示された上記画像情報を、上記ウェブログサーバ装置
に転送するか否かを、上記利用者に上記入力部を介して入力させるよう制御する転送確認
手段と、
　上記転送確認手段によって上記利用者により上記画像情報を転送すると入力があった場
合に、上記利用者設定情報記憶手段に記憶された上記利用者設定情報に基づいて、上記読
取画像格納手段によって格納された上記画像情報を上記ウェブログサーバ装置に転送する
画像転送手段と、
　を備えたことを特徴とする読取画像転送システム。
【請求項１４】
　請求項１３に記載の読取画像転送システムにおいて、
　上記情報通信端末装置の上記記憶部は、
　複数の上記ウェブログサーバ装置毎に、上記接続先アドレス情報または上記転送プロト
コルを環境設定情報として記憶した各種ウェブログ用環境設定記憶手段を更に備え、
　上記情報通信端末装置の上記制御部は、
　上記利用者に上記入力部を介して上記ウェブログサーバ装置の情報を入力させるよう制
御し、上記各種ウェブログ用環境設定記憶手段に記憶された上記環境設定情報に基づいて
当該ウェブログサーバ装置に対応する上記環境設定情報を上記利用者設定情報に設定し上
記利用者設定情報記憶手段に格納する利用者設定編集手段、
　を更に備えたことを特徴とする読取画像転送システム。
【請求項１５】
　上記利用者設定情報は、
　更に上記ウェブログサーバ装置の画像掲載フォーマット情報を有し、
　上記読取画像格納手段は、
　上記画像読取手段によって読取られた上記画像情報を、上記利用者設定情報記憶手段に
記憶された上記画像掲載フォーマット情報に基づいて、上記ウェブログサーバ装置の画像
掲載フォーマットに適合するように変換して上記記憶部に格納すること、
　を特徴とする請求項１０乃至１４のいずれか一つに記載の読取画像転送システム。
【請求項１６】
　上記読取画像転送装置の上記制御部は、
　上記画像情報から文字、記号または図形を認識して文字等情報を取得する文字等認識手
段、
　を更に備えたことを特徴とする請求項１０乃至１５のいずれか一つに記載の読取画像転
送システム。
【請求項１７】
　上記利用者設定情報編集手段は、
　上記文字等認識手段により取得された上記文字等情報に基づいて、上記利用者設定情報
を編集するよう制御すること、
　を更に備えたことを特徴とする請求項１６に記載の読取画像転送システム。
【請求項１８】
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　請求項１０乃至１７のいずれか一つに記載の読取画像転送システムにおいて、
　上記読取画像転送装置は、更に赤外線通信装置に接続され、
　上記読取画像転送装置の上記制御部は、
　上記赤外線通信装置を制御して赤外線通信を行い利用者ＩＤ情報および／またはメール
アドレス情報を取得する赤外線通信手段と、
　上記赤外線通信手段によって取得された上記利用者ＩＤ情報および／または上記メール
アドレス情報を上記読取画像転送装置の上記記憶部に格納する利用者情報格納手段と、
　を更に備え、
　上記画像添付メール送信手段は、
　上記赤外線通信手段により取得された上記利用者ＩＤに対応する上記利用者情報格納手
段により上記記憶部に格納された上記メールアドレス、または、上記赤外線通信手段によ
って取得された上記メールアドレスを送信先として、上記メールを上記情報通信端末装置
に送信すること、
　を特徴とする読取画像転送システム。
【請求項１９】
　上記読取画像転送装置は、更にＩＣカード読取装置に接続され、
　上記読取画像転送装置の上記制御部は、
　上記ＩＣカード読取装置を介してＩＣカードの課金制御を行うＩＣカード課金制御手段
、
　を更に備え、
　上記画像添付メール送信手段は、
　上記ＩＣカード課金制御手段によって上記ＩＣカードから課金された場合に、上記読取
画像格納手段によって格納された上記画像情報を添付して上記情報通信端末装置に上記メ
ールを送信すること、
　を特徴とする請求項１０乃至１８のいずれか一つに記載の読取画像転送システム。
【請求項２０】
　請求項１０乃至１９のいずれか一つに記載の読取画像転送システムは、少なくとも記憶
部を備えたウェブログ管理サーバ装置を更に備えて構成され、
　上記ウェブログ管理サーバ装置の上記記憶部は、
　複数の上記ウェブログサーバ装置毎に、上記接続先アドレス情報、上記転送プロトコル
、または上記画像掲載フォーマット情報を基本環境設定情報として記憶したウェブログ管
理基本情報記憶手段を備え、
　上記利用者設定編集手段は、
　上記ネットワークを介して、上記ウェブログ管理基本情報記憶手段に記憶された上記基
本環境設定情報を参照し、上記各種ウェブログ用環境設定記憶手段に記憶された上記環境
設定情報を更新すること、
　を特徴とする読取画像転送システム。
【請求項２１】
　請求項１０乃至２０のいずれか一つに記載の読取画像転送システムにおいて、
　上記読取画像転送装置の上記記憶部は、
　上記利用者のメールアドレス情報と上記利用者識別情報とを対応付けて記憶するメール
通知リスト記憶手段、
　を更に備え、
　上記制御部は、
　上記画像転送手段により転送された上記画像情報の上記ウェブログへの掲載が成功した
か否かの掲載成否情報を上記ウェブログサーバ装置から受信し、上記メール通知リスト記
憶手段に記憶された上記利用者識別情報に対応する上記メールアドレスを送信先として、
上記掲載成否情報を通知するメールを送信するメール通知手段、
　を更に備えたことを特徴とする読取画像転送システム。
【請求項２２】
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　請求項１０乃至２１のいずれか一つに記載の読取画像転送システムにおいて、
　上記情報通信端末装置は、更に出力部を備え、
　上記情報通信端末装置の上記制御部は、
　上記画像転送手段により転送された上記画像情報の上記ウェブログへの掲載が成功した
か否かの上記掲載成否情報を、上記ウェブログサーバ装置または上記読取画像転送装置か
ら受信して、上記出力部に出力する掲載成否情報出力手段、
　を更に備えたことを特徴とする読取画像転送システム。
【請求項２３】
　画像読取装置と、ネットワークを介してウェブログサーバ装置とに接続された、記憶部
と制御部とを少なくとも備えた読取画像転送装置において実行される読取画像転送方法で
あって、
　上記記憶部は、上記ウェブログサーバ装置の接続先アドレス情報と、上記ウェブログサ
ーバ装置に対する転送プロトコルと、上記ウェブログサーバ装置に利用者を識別させるた
めの利用者識別情報と、を少なくとも有する利用者設定情報記憶手段を備えており、
　上記制御部において実行される、
　上記画像読取装置を制御して原稿から画像情報を読取る画像読取ステップと、
　上記画像読取ステップにおいて読取られた上記画像情報を上記記憶部に格納する読取画
像格納ステップと、
　上記利用者設定情報記憶手段に記憶された上記利用者設定情報に基づいて、上記読取画
像格納ステップにおいて格納された上記画像情報を上記ウェブログサーバ装置に転送する
画像転送ステップと、
　を含むことを特徴とする読取画像転送方法。
【請求項２４】
　画像読取装置に接続され少なくとも記憶部と制御部を備えた読取画像転送装置と、少な
くとも記憶部と制御部と表示部と入力部を備えた情報通信端末装置と、をネットワークを
介してウェブログサーバ装置に接続して構成された読取画像転送システムにおいて実行さ
れる読取画像転送方法であって、
　上記読取画像転送装置の上記記憶部は、上記ウェブログサーバ装置の接続先アドレス情
報と、上記ウェブログサーバ装置に対する転送プロトコルと、上記ウェブログサーバ装置
に利用者を識別させるための利用者識別情報と、を少なくとも有する利用者設定情報を記
憶する利用者設定情報記憶手段を備えており、
　上記読取画像転送装置の上記制御部において実行される、
　上記画像読取装置を制御して原稿から画像情報を読取る画像読取ステップと、
　上記画像読取ステップにおいて読取られた上記画像情報を上記読取画像転送装置の上記
記憶部に格納する読取画像格納ステップと、
　上記読取画像格納ステップにおいて格納された上記画像情報を添付して上記情報通信端
末装置にメールを送信する画像添付メール送信ステップと、
　上記利用者設定情報記憶手段に記憶された上記利用者設定情報に基づいて、上記読取画
像格納ステップにおいて格納された上記画像情報を上記ウェブログサーバ装置に転送する
画像転送ステップと、
　上記情報通信端末装置の上記制御部において実行される、
　上記画像添付メール送信ステップにおいて送信された上記画像情報を上記情報通信端末
装置の上記表示部に表示するよう制御する読取画像表示ステップと、
　上記読取画像表示ステップにおいて表示された上記画像情報に対応する、上記画像転送
ステップにおいて転送された上記画像情報を、ウェブログに掲載するか否かを上記利用者
に上記入力部を介して入力させるよう制御する掲載確認ステップと、
　上記掲載確認ステップにおいて上記利用者により上記画像情報を掲載すると入力があっ
た場合に、上記画像転送ステップにおいて転送された上記画像情報が上記ウェブログに掲
載されるよう上記ウェブログサーバ装置を制御する掲載指示情報を上記ウェブログサーバ
装置に送信する掲載指示送信ステップと、
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　を含むことを特徴とする読取画像転送方法。
【請求項２５】
　画像読取装置に接続され少なくとも記憶部と制御部を備えた読取画像転送装置と、少な
くとも記憶部と制御部と表示部と入力部を備えた情報通信端末装置と、をネットワークを
介してウェブログサーバ装置に接続して構成された読取画像転送システムにおいて実行さ
れる読取画像転送方法であって、
　上記情報通信端末装置の上記記憶部は、上記ウェブログサーバ装置の接続先アドレス情
報と、上記ウェブログサーバ装置に対する転送プロトコルと、上記ウェブログサーバ装置
に利用者を識別させるための利用者識別情報と、を少なくとも有する利用者設定情報を記
憶する利用者設定情報記憶手段を備えており、
　上記読取画像転送装置の上記制御部において実行される、
　上記画像読取装置を制御して原稿から画像情報を読取る画像読取ステップと、
　上記画像読取ステップにおいて読取られた上記画像情報を上記読取画像転送装置の上記
記憶部に格納する読取画像格納ステップと、
　上記読取画像格納ステップにおいて格納された上記画像情報を添付して上記情報通信端
末装置にメールを送信する画像添付メール送信ステップと、
　上記情報通信端末装置の上記制御部において実行される、
　上記画像添付メール送信ステップにおいて送信された上記画像情報を上記情報通信端末
装置の上記表示部に表示するよう制御する読取画像表示ステップと、
　上記読取画像表示ステップにおいて表示された上記画像情報を、上記ウェブログサーバ
装置に転送するか否かを、上記利用者に上記入力部を介して入力させるよう制御する転送
確認ステップと、
　上記転送確認ステップにおいて上記利用者により上記画像情報を転送すると入力があっ
た場合に、上記利用者設定情報記憶手段に記憶された上記利用者設定情報に基づいて、上
記読取画像格納ステップにおいて格納された上記画像情報を上記ウェブログサーバ装置に
転送する画像転送ステップと、
　を含むことを特徴とする読取画像転送方法。
【請求項２６】
　画像読取装置と、ネットワークを介してウェブログサーバ装置とに接続された、記憶部
と制御部とを少なくとも備えた読取画像転送装置に実行させるためのプログラムであって
、
　上記記憶部は、上記ウェブログサーバ装置の接続先アドレス情報と、上記ウェブログサ
ーバ装置に対する転送プロトコルと、上記ウェブログサーバ装置に利用者を識別させるた
めの利用者識別情報と、を少なくとも有する利用者設定情報記憶手段を備えており、
　上記制御部において実行される、
　上記画像読取装置を制御して原稿から画像情報を読取る画像読取ステップと、
　上記画像読取ステップにおいて読取られた上記画像情報を上記記憶部に格納する読取画
像格納ステップと、
　上記利用者設定情報記憶手段に記憶された上記利用者設定情報に基づいて、上記読取画
像格納ステップにおいて格納された上記画像情報を上記ウェブログサーバ装置に転送する
画像転送ステップと、
　を含むことを特徴とするプログラム。
【請求項２７】
　ネットワークを介してウェブログサーバ装置に接続された読取画像転送装置に、画像読
取装置を介して画像情報を読取らせるためのシートであって、
　上記ウェブログサーバ装置の接続先アドレス情報、上記ウェブログサーバ装置に対する
転送プロトコル、および、上記ウェブログサーバ装置に利用者を識別させるための利用者
識別情報のうち少なくとも一つを、上記読取画像転送装置に読取らせるよう表示すること
を特徴とするシート。
【請求項２８】
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　ネットワークを介してウェブログサーバ装置に接続された読取画像転送装置に、無線通
信手段を備えた画像読取装置を介して画像情報を読取らせるためのシートであって、
　上記ウェブログサーバ装置の接続先アドレス情報、上記ウェブログサーバ装置に対する
転送プロトコル、および、上記ウェブログサーバ装置に利用者を識別させるための利用者
識別情報のうち少なくとも一つを記憶し、上記無線通信手段を介して上記読取画像転送装
置に送信する記憶送信手段を備えたことを特徴とするシート。
【請求項２９】
　ネットワークを介してウェブログサーバ装置に接続された読取画像転送装置に、画像読
取装置を介して画像情報を読取らせるための原稿を、上記画像読取装置に搬送するキャリ
アシートであって、
　透明シートおよび台紙シートを備え、
　上記透明シートと上記台紙シートの少なくとも一辺を上記原稿を挿入可能に固定し、
　上記ウェブログサーバ装置の接続先アドレス情報、上記ウェブログサーバ装置に対する
転送プロトコル、および、上記ウェブログサーバ装置に利用者を識別させるための利用者
識別情報のうち少なくとも一つを、上記読取画像転送装置に読取らせるよう、上記透明シ
ートおよび上記台紙シートのうち少なくとも一つに表示することを特徴とするキャリアシ
ート。
【請求項３０】
　ネットワークを介してウェブログサーバ装置に接続された読取画像転送装置に、無線通
信手段を備えた画像読取装置を介して画像情報を読取らせるための原稿を、上記画像読取
装置に搬送するキャリアシートであって、
　透明シートおよび台紙シートを備え、
　上記透明シートと上記台紙シートの少なくとも一辺を上記原稿を挿入可能に固定し、
　上記ウェブログサーバ装置の接続先アドレス情報、上記ウェブログサーバ装置に対する
転送プロトコル、および、上記ウェブログサーバ装置に利用者を識別させるための利用者
識別情報のうち少なくとも一つを記憶し、上記無線通信手段を介して上記読取画像転送装
置に送信する記憶送信手段を備えたことを特徴とするキャリアシート。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、読取画像転送装置、読取画像転送システム、読取画像転送方法、プログラム
、シート、および、キャリアシートに関し、特に、画像読取装置を用いて読取った画像を
ウェブログ用サーバ装置に転送する読取画像転送装置、読取画像転送システム、読取画像
転送方法、およびプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、ＷＷＷ（World Wide Web）を通じてウェブログ（Ｗｅｂｌｏｇ）が広く用いられ
てきている。ウェブログでは、通常、利用者が、記事の投稿や、カテゴリの作成、コンテ
ンツの更新などを行うためのブラウザインタフェースを備えて構成されている。
【０００３】
　ここで、一般に、キーボード入力やマウス入力などのコンピュータの操作に不慣れな利
用者にとっては、ウェブログの記事の投稿やコンテンツの更新などの作業を行うことは難
しい。
【０００４】
　また、ブログに投稿するには、インターネット接続の他、通常、（１）ブラウザを起動
、（２）ＵＲＬを入力、（３）ユーザ名とパスワードの入力、（４）記事入力等の操作手
順が必要であり、コンピュータの操作に慣れた利用者にとっても煩雑である。
【０００５】
　また、通常のＷｅｂページに比べて、ウェブログの場合、ウェブログサービスやウェブ
ログシステムによって、記事の投稿方法や画像データの登録方法が異なるため、自由にウ
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ェブログを選択して投稿する為には投稿方法や登録方法の差異に関する知識を要する。
【０００６】
　また、ウェブログに紙文書などの画像を投稿したい場合には、画像の電子化を行う必要
があるが、デジタルカメラ等で読取った画像情報を、投稿のためにコンピュータなどの情
報処理装置に取り込むことは煩雑である。
【０００７】
　ここで、簡易にウェブログに画像情報を登録することができる技術として、特許文献１
が存在する。特許文献１に記載の装置は、ファクシミリ受信機能で受信した画情報をウェ
ブログへ登録するよう制御する通信装置である。
【０００８】
　また、画像を読取らせるための媒体に関する文献として、特許文献２が存在する。特許
文献２に記載の媒体は、原稿を搬送するために透明なシートと台紙の２枚で構成されたキ
ャリアシートである。
【０００９】
【特許文献１】特開２００６－２４５９８１号公報
【特許文献２】特開平８－２５６２４１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　しかしながら、特許文献１に記載の通信装置は、ファックス装置やファックス用回線を
必須の構成とするものであり、特定の通信プロトコルを用いて、ファクシミリ受信した画
情報を予め登録されたウェブログに対して特定のマークアップ言語で登録を行うものであ
るため、利用者が自由に作成した原稿の画像情報を任意のウェブログに登録することはで
きないという問題があった。
【００１１】
　また、特許文献２に記載の媒体では、原稿の搬送の用途に用いることができるものの、
読取った画像情報をウェブログに投稿するための工夫が全くないという問題がある。
【００１２】
　本発明は、上記に鑑みてなされたもので、コンピュータ操作に不慣れな利用者であって
も簡単にウェブログの投稿ができ、その他の利用者にとっても煩雑な操作手順を省略する
ことができる、読取画像転送装置、読取画像転送システム、読取画像転送方法、プログラ
ム、シート、および、キャリアシートを提供することを目的とする。また、ウェブログ間
での投稿方法や登録方法の差異を意識することなく、利用者が自由に作成した原稿を任意
のウェブログに登録することができる、読取画像転送装置、読取画像転送システム、読取
画像転送方法、およびプログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　このような目的を達成するため、請求項１に記載の読取画像転送装置は、画像読取装置
と、ネットワークを介してウェブログサーバ装置とに接続された、記憶部と制御部とを少
なくとも備えた読取画像転送装置であって、上記記憶部は、上記ウェブログサーバ装置の
読取装置を制御して原稿から画像情報を読取る画像読取手段と、上記画像読取手段によっ
て読取られた上記画像情報を上記記憶部に格納する読取画像格納手段と、上記利用者設定
情報記憶手段に記憶された上記利用者設定情報に基づいて、上記読取画像格納手段によっ
て格納された上記画像情報を上記ウェブログサーバ装置に転送する画像転送手段と、を備
えたことを特徴とする。
【００１４】
　また、請求項２に記載の読取画像転送装置は、請求項１に記載の読取画像転送装置にお
いて、上記読取画像転送装置は、更に表示部と入力部を備え、上記制御部は、上記画像読
取手段によって読取られた上記画像情報を上記表示部に表示するよう制御する読取画像表
示手段と、上記読取画像表示手段によって表示された上記画像情報を、上記画像転送手段
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により上記ウェブログサーバ装置に転送させるか否かを、上記利用者に上記入力部を介し
て入力させるよう制御する転送確認手段と、を更に備え、上記画像転送手段は、上記転送
確認手段によって上記利用者により上記画像情報を転送すると入力があった場合に、上記
読取画像格納手段によって格納された上記画像情報を上記ウェブログサーバ装置に転送す
ること、を特徴とする。
【００１５】
　また、請求項３に記載の読取画像転送装置は、請求項１または２に記載の読取画像転送
装置において、上記記憶部は、複数の上記ウェブログサーバ装置毎に、上記接続先アドレ
ス情報または上記転送プロトコルを環境設定情報として記憶した各種ウェブログ用環境設
定記憶手段を更に備え、上記制御部は、上記利用者に上記入力部を介して上記ウェブログ
サーバ装置の情報を入力させるよう制御し、上記各種ウェブログ用環境設定記憶手段に記
憶された上記環境設定情報に基づいて当該ウェブログサーバ装置に対応する上記環境設定
情報を上記利用者設定情報に設定し上記利用者設定情報記憶手段に格納する利用者設定編
集手段、を更に備えたことを特徴とする。
【００１６】
　また、請求項４に記載の読取画像転送装置は、請求項１乃至３のいずれか一つに記載の
読取画像転送装置において、上記利用者設定情報は、更に上記ウェブログサーバ装置の画
像掲載フォーマット情報を有し、上記読取画像格納手段は、上記画像読取手段によって読
取られた上記画像情報を、上記利用者設定情報記憶手段に記憶された上記画像掲載フォー
マット情報に基づいて、上記ウェブログサーバ装置の上記画像掲載フォーマットに適合す
るように変換して上記記憶部に格納すること、を特徴とする。
【００１７】
　また、請求項５に記載の読取画像転送装置は、請求項１乃至４のいずれか一つに記載の
読取画像転送装置において、上記制御部は、上記画像情報から文字、記号または図形を認
識して文字等情報を取得する文字等認識手段、を更に備えたことを特徴とする。
【００１８】
　また、請求項６に記載の読取画像転送装置は、請求項５に記載の読取画像転送装置にお
いて、上記利用者設定情報編集手段は、上記文字等認識手段により取得された上記文字等
情報に基づいて、上記利用者設定情報を編集すること、を特徴とする。
【００１９】
　また、請求項７に記載の読取画像転送装置は、請求項１乃至６のいずれか一つに記載の
読取画像転送装置において、更にＩＣカード読取装置に接続され、上記制御部は、上記Ｉ
Ｃカード読取装置を介してＩＣカードの課金制御を行うＩＣカード課金制御手段、を更に
備え、上記画像転送手段は、上記ＩＣカード課金制御手段によって上記ＩＣカードから課
金された場合に、上記読取画像格納手段によって格納された上記画像情報を上記ウェブロ
グサーバ装置に転送すること、を特徴とする。
【００２０】
　また、請求項８に記載の読取画像転送装置は、請求項１乃至７のいずれか一つに記載の
読取画像転送装置において、上記記憶部は、上記利用者のメールアドレス情報と上記利用
者識別情報とを対応付けて記憶するメール通知リスト記憶手段、を更に備え、上記制御部
は、上記画像転送手段により転送された上記画像情報のウェブログへの掲載が成功したか
否かの掲載成否情報を上記ウェブログサーバ装置から受信し、上記利用者識別情報に対応
する上記メールアドレスを送信先として、上記掲載成否情報を通知するメールを送信する
メール通知手段、を更に備えたことを特徴とする。
【００２１】
　また、請求項９に記載の読取画像転送装置は、請求項１乃至８のいずれか一つに記載の
読取画像転送装置において、更に少なくとも記憶部を備えたウェブログ管理サーバ装置に
上記ネットワークを介して接続され、上記ウェブログ管理サーバ装置の上記記憶部は、複
数の上記ウェブログサーバ装置毎に、上記接続先アドレス情報、上記転送プロトコル、ま
たは上記画像掲載フォーマット情報を基本環境設定情報として記憶したウェブログ管理基
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本情報記憶手段を備え、上記利用者設定編集手段は、上記ウェブログ管理基本情報記憶手
段に記憶された上記基本環境設定情報を参照し、上記各種ウェブログ用環境設定記憶手段
に記憶された上記環境設定情報を更新すること、を特徴とする。
【００２２】
　また、請求項１０に記載の読取画像転送システムは、画像読取装置に接続され少なくと
も記憶部と制御部を備えた読取画像転送装置と、少なくとも記憶部と制御部と表示部と入
力部を備えた情報通信端末装置と、ウェブログサーバ装置と、をネットワークを介して通
信可能に接続して構成された読取画像転送システムであって、上記読取画像転送装置の上
記記憶部は、上記ウェブログサーバ装置の接続先アドレス情報と、上記ウェブログサーバ
装置に対する転送プロトコルと、上記ウェブログサーバ装置に利用者を識別させるための
利用者識別情報と、を少なくとも有する利用者設定情報記憶手段を備え、上記読取画像転
送装置の上記制御部は、上記画像読取装置を制御して原稿から画像情報を読取る画像読取
手段と、上記画像読取手段によって読取られた上記画像情報を上記読取画像転送装置の上
記記憶部に格納する読取画像格納手段と、上記読取画像格納手段によって格納された上記
画像情報を添付して上記情報通信端末装置にメールを送信する画像添付メール送信手段と
、上記利用者設定情報記憶手段に記憶された上記利用者設定情報に基づいて、上記読取画
像格納手段によって格納された上記画像情報を上記ウェブログサーバ装置に転送する画像
転送手段と、を備え、上記情報通信端末装置の上記制御部は、上記画像添付メール送信手
段によって送信された上記画像情報を上記情報通信端末装置の上記表示部に表示するよう
制御する読取画像表示手段と、上記読取画像表示手段によって表示された上記画像情報に
対応する、上記画像転送手段によって転送された上記画像情報を、ウェブログに掲載する
か否かを上記利用者に上記入力部を介して入力させるよう制御する掲載確認手段と、上記
掲載確認手段によって上記利用者により上記画像情報を掲載すると入力があった場合に、
上記画像転送手段により転送された上記画像情報が上記ウェブログに掲載されるよう上記
ウェブログサーバ装置を制御する掲載指示情報を上記ウェブログサーバ装置に送信する掲
載指示送信手段と、を備えたことを特徴とする。
【００２３】
　また、請求項１１に記載の読取画像転送システムは、請求項１０に記載の読取画像転送
システムにおいて、上記読取画像転送装置の上記記憶部は、複数の上記ウェブログサーバ
装置毎に、上記接続先アドレス情報または上記転送プロトコルを環境設定情報として記憶
した各種ウェブログ用環境設定記憶手段を更に備え、上記読取画像転送装置の上記制御部
は、上記利用者に上記入力部を介して上記ウェブログサーバ装置の情報を入力させるよう
制御し、上記各種ウェブログ用環境設定記憶手段に記憶された上記環境設定情報に基づい
て当該ウェブログサーバ装置に対応する上記環境設定情報を上記利用者設定情報に設定し
上記利用者設定情報記憶手段に格納する利用者設定編集手段、を更に備えたことを特徴と
する。
【００２４】
　また、請求項１２に記載の読取画像転送システムは、請求項１０または１１に記載の読
取画像転送システムにおいて、上記画像添付メール送信手段は、画像サイズを縮小した上
記画像情報を添付して上記メールを送信すること、を特徴とする。
【００２５】
　また、請求項１３に記載の読取画像転送システムは、画像読取装置に接続され少なくと
も記憶部と制御部を備えた読取画像転送装置と、少なくとも記憶部と制御部と表示部と入
力部を備えた情報通信端末装置と、ウェブログサーバ装置と、をネットワークを介して通
信可能に接続して構成された読取画像転送システムであって、上記読取画像転送装置の上
記制御部は、上記画像読取装置を制御して原稿から画像情報を読取る画像読取手段と、上
記画像読取手段によって読取られた上記画像情報を上記読取画像転送装置の上記記憶部に
格納する読取画像格納手段と、上記読取画像格納手段によって格納された上記画像情報を
添付して上記情報通信端末装置にメールを送信する画像添付メール送信手段と、を備え、
上記情報通信端末装置の上記記憶部は、上記ウェブログサーバ装置の接続先アドレス情報
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と、上記ウェブログサーバ装置に対する転送プロトコルと、上記ウェブログサーバ装置に
利用者を識別させるための利用者識別情報と、を少なくとも有する利用者設定情報を記憶
する利用者設定情報記憶手段を備え、上記情報通信端末装置の上記制御部は、上記画像添
付メール送信手段によって送信された上記画像情報を上記情報通信端末装置の上記表示部
に表示するよう制御する読取画像表示手段と、上記読取画像表示手段によって表示された
上記画像情報を、上記ウェブログサーバ装置に転送するか否かを、上記利用者に上記入力
部を介して入力させるよう制御する転送確認手段と、上記転送確認手段によって上記利用
者により上記画像情報を転送すると入力があった場合に、上記利用者設定情報記憶手段に
記憶された上記利用者設定情報に基づいて、上記読取画像格納手段によって格納された上
記画像情報を上記ウェブログサーバ装置に転送する画像転送手段と、を備えたことを特徴
とする。
【００２６】
　また、請求項１４に記載の読取画像転送システムは、請求項１３に記載の読取画像転送
システムにおいて、上記情報通信端末装置の上記記憶部は、複数の上記ウェブログサーバ
装置毎に、上記接続先アドレス情報または上記転送プロトコルを環境設定情報として記憶
した各種ウェブログ用環境設定記憶手段を更に備え、上記情報通信端末装置の上記制御部
は、上記利用者に上記入力部を介して上記ウェブログサーバ装置の情報を入力させるよう
制御し、上記各種ウェブログ用環境設定記憶手段に記憶された上記環境設定情報に基づい
て当該ウェブログサーバ装置に対応する上記環境設定情報を上記利用者設定情報に設定し
上記利用者設定情報記憶手段に格納する利用者設定編集手段、を更に備えたことを特徴と
する。
【００２７】
　また、請求項１５に記載の読取画像転送システムは、請求項１０乃至１４のいずれか一
つに記載の読取画像転送システムにおいて、上記利用者設定情報は、更に上記ウェブログ
サーバ装置の画像掲載フォーマット情報を有し、上記読取画像格納手段は、上記画像読取
手段によって読取られた上記画像情報を、上記利用者設定情報記憶手段に記憶された上記
画像掲載フォーマット情報に基づいて、上記ウェブログサーバ装置の上記画像掲載フォー
マットに適合するように変換して上記記憶部に格納すること、を特徴とする。
【００２８】
　また、請求項１６に記載の読取画像転送システムは、請求項１０乃至１５のいずれか一
つに記載の読取画像転送システムにおいて、上記読取画像転送装置の上記制御部は、上記
画像情報から文字、記号または図形を認識して文字等情報を取得する文字等認識手段、を
更に備えたことを特徴とする。
【００２９】
　また、請求項１７に記載の読取画像転送システムは、請求項１６に記載の読取画像転送
システムにおいて、上記利用者設定情報編集手段は、上記文字等認識手段により取得され
た上記文字等情報に基づいて、上記利用者設定情報を編集するよう制御すること、を更に
備えたことを特徴とする。
【００３０】
　また、請求項１８に記載の読取画像転送システムは、請求項１０乃至１７のいずれか一
つに記載の読取画像転送システムにおいて、上記読取画像転送装置は、更に赤外線通信装
置に接続され、上記読取画像転送装置の上記制御部は、上記赤外線通信装置を制御して赤
外線通信を行い利用者ＩＤ情報および／またはメールアドレス情報を取得する赤外線通信
手段と、上記赤外線通信手段によって取得された上記利用者ＩＤ情報および／または上記
メールアドレス情報を上記読取画像転送装置の上記記憶部に格納する利用者情報格納手段
と、を更に備え、上記画像添付メール送信手段は、上記赤外線通信手段により取得された
上記利用者ＩＤ情報に対応する上記利用者情報格納手段により上記記憶部に格納された上
記メールアドレス、または、上記赤外線通信手段によって取得された上記メールアドレス
を送信先として、上記メールを上記情報通信端末装置に送信すること、を特徴とする。
【００３１】
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　また、請求項１９に記載の読取画像転送システムは、請求項１０乃至１８のいずれか一
つに記載の読取画像転送システムにおいて、上記読取画像転送装置は、更にＩＣカード読
取装置に接続され、上記読取画像転送装置の上記制御部は、上記ＩＣカード読取装置を介
してＩＣカードの課金制御を行うＩＣカード課金制御手段、を更に備え、上記画像添付メ
ール送信手段は、上記ＩＣカード課金制御手段によって上記ＩＣカードから課金された場
合に、上記読取画像格納手段によって格納された上記画像情報を添付して上記情報通信端
末装置に上記メールを送信すること、を特徴とする。
【００３２】
　また、請求項２０に記載の読取画像転送システムは、請求項１０乃至１９のいずれか一
つに記載の読取画像転送システムにおいて、少なくとも記憶部を備えたウェブログ管理サ
ーバ装置を更に備えて構成され、上記ウェブログ管理サーバ装置の上記記憶部は、複数の
上記ウェブログサーバ装置毎に、上記接続先アドレス情報、上記転送プロトコル、または
上記画像掲載フォーマット情報を基本環境設定情報として記憶したウェブログ管理基本情
報記憶手段を備え、上記利用者設定編集手段は、上記ネットワークを介して、上記ウェブ
ログ管理基本情報記憶手段に記憶された上記基本環境設定情報を参照し、上記各種ウェブ
ログ用環境設定記憶手段に記憶された上記環境設定情報を更新すること、を特徴とする。
【００３３】
　また、請求項２１に記載の読取画像転送システムは、請求項１０乃至２０のいずれか一
つに記載の読取画像転送システムにおいて、上記読取画像転送装置の上記記憶部は、上記
利用者のメールアドレス情報と上記利用者識別情報とを対応付けて記憶するメール通知リ
スト記憶手段、を更に備え、上記制御部は、上記画像転送手段により転送された上記画像
情報の上記ウェブログへの掲載が成功したか否かの掲載成否情報を上記ウェブログサーバ
装置から受信し、上記メール通知リスト記憶手段に記憶された上記利用者識別情報に対応
する上記メールアドレスを送信先として、上記掲載成否情報を通知するメールを送信する
メール通知手段、を更に備えたことを特徴とする。
【００３４】
　また、請求項２２に記載の読取画像転送システムは、請求項１０乃至２１のいずれか一
つに記載の読取画像転送システムにおいて、上記情報通信端末装置の上記制御部は、上記
画像転送手段により転送された上記画像情報の上記ウェブログへの掲載が成功したか否か
の上記掲載成否情報を、上記ウェブログサーバ装置または上記読取画像転送装置から受信
する掲載成否情報出力手段、を更に備えたことを特徴とする。
【００３５】
　また、請求項２３に記載の読取画像転送方法は、画像読取装置と、ネットワークを介し
てウェブログサーバ装置とに接続された、記憶部と制御部とを少なくとも備えた読取画像
転送装置において実行される読取画像転送方法であって、上記記憶部は、上記ウェブログ
サーバ装置の接続先アドレス情報と、上記ウェブログサーバ装置に対する転送プロトコル
と、上記ウェブログサーバ装置に利用者を識別させるための利用者識別情報と、を少なく
とも有する利用者設定情報記憶手段を備えており、上記制御部において実行される、上記
画像読取装置を制御して原稿から画像情報を読取る画像読取ステップと、上記画像読取ス
テップにおいて読取られた上記画像情報を上記記憶部に格納する読取画像格納ステップと
、上記利用者設定情報記憶手段に記憶された上記利用者設定情報に基づいて、上記読取画
像格納ステップにおいて格納された上記画像情報を上記ウェブログサーバ装置に転送する
画像転送ステップと、を含むことを特徴とする。
【００３６】
　また、請求項２４に記載の読取画像転送方法は、画像読取装置に接続され少なくとも記
憶部と制御部を備えた読取画像転送装置と、少なくとも記憶部と制御部と表示部と入力部
を備えた情報通信端末装置と、をネットワークを介してウェブログサーバ装置に接続して
構成された読取画像転送システムにおいて実行される読取画像転送方法であって、上記読
取画像転送装置の上記記憶部は、上記ウェブログサーバ装置の接続先アドレス情報と、上
記ウェブログサーバ装置に対する転送プロトコルと、上記ウェブログサーバ装置に利用者
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を識別させるための利用者識別情報と、を少なくとも有する利用者設定情報を記憶する利
用者設定情報記憶手段を備えており、上記読取画像転送装置の上記制御部において実行さ
れる、上記画像読取装置を制御して原稿から画像情報を読取る画像読取ステップと、上記
画像読取ステップにおいて読取られた上記画像情報を上記読取画像転送装置の上記記憶部
に格納する読取画像格納ステップと、上記読取画像格納ステップにおいて格納された上記
画像情報を添付して上記情報通信端末装置にメールを送信する画像添付メール送信ステッ
プと、上記利用者設定情報記憶手段に記憶された上記利用者設定情報に基づいて、上記読
取画像格納ステップにおいて格納された上記画像情報を上記ウェブログサーバ装置に転送
する画像転送ステップと、上記情報通信端末装置の上記制御部において実行される、上記
画像添付メール送信ステップにおいて送信された上記画像情報を上記情報通信端末装置の
上記表示部に表示するよう制御する読取画像表示ステップと、上記読取画像表示ステップ
において表示された上記画像情報に対応する、上記画像転送ステップにおいて転送された
上記画像情報を、ウェブログに掲載するか否かを上記利用者に上記入力部を介して入力さ
せるよう制御する掲載確認ステップと、上記掲載確認ステップにおいて上記利用者により
上記画像情報を掲載すると入力があった場合に、上記画像転送ステップにおいて転送され
た上記画像情報が上記ウェブログに掲載されるよう上記ウェブログサーバ装置を制御する
掲載指示情報を上記ウェブログサーバ装置に送信する掲載指示送信ステップと、を含むこ
とを特徴とする。
【００３７】
　また、請求項２５に記載の読取画像転送方法は、画像読取装置に接続され少なくとも記
憶部と制御部を備えた読取画像転送装置と、少なくとも記憶部と制御部と表示部と入力部
を備えた情報通信端末装置と、をネットワークを介してウェブログサーバ装置に接続して
構成された読取画像転送システムにおいて実行される読取画像転送方法であって、上記情
報通信端末装置の上記記憶部は、上記ウェブログサーバ装置の接続先アドレス情報と、上
記ウェブログサーバ装置に対する転送プロトコルと、上記ウェブログサーバ装置に利用者
を識別させるための利用者識別情報と、を少なくとも有する利用者設定情報を記憶する利
用者設定情報記憶手段を備えており、上記読取画像転送装置の上記制御部において実行さ
れる、上記画像読取装置を制御して原稿から画像情報を読取る画像読取ステップと、上記
画像読取ステップにおいて読取られた上記画像情報を上記読取画像転送装置の上記記憶部
に格納する読取画像格納ステップと、上記読取画像格納ステップにおいて格納された上記
画像情報を添付して上記情報通信端末装置にメールを送信する画像添付メール送信ステッ
プと、上記情報通信端末装置の上記制御部において実行される、上記画像添付メール送信
ステップにおいて送信された上記画像情報を上記情報通信端末装置の上記表示部に表示す
るよう制御する読取画像表示ステップと、上記読取画像表示ステップにおいて表示された
上記画像情報を、上記ウェブログサーバ装置に転送するか否かを、上記利用者に上記入力
部を介して入力させるよう制御する転送確認ステップと、上記転送確認ステップにおいて
上記利用者により上記画像情報を転送すると入力があった場合に、上記利用者設定情報記
憶手段に記憶された上記利用者設定情報に基づいて、上記読取画像格納ステップにおいて
格納された上記画像情報を上記ウェブログサーバ装置に転送する画像転送ステップと、を
含むことを特徴とする。
【００３８】
　また、請求項２６に記載のプログラムは、画像読取装置と、ネットワークを介してウェ
ブログサーバ装置とに接続された、記憶部と制御部とを少なくとも備えた読取画像転送装
置に実行させるためのプログラムであって、上記記憶部は、上記ウェブログサーバ装置の
接続先アドレス情報と、上記ウェブログサーバ装置に対する転送プロトコルと、上記ウェ
ブログサーバ装置に利用者を識別させるための利用者識別情報と、を少なくとも有する利
用者設定情報記憶手段を備えており、上記制御部において実行される、上記画像読取装置
を制御して原稿から画像情報を読取る画像読取ステップと、上記画像読取ステップにおい
て読取られた上記画像情報を上記記憶部に格納する読取画像格納ステップと、上記利用者
設定情報記憶手段に記憶された上記利用者設定情報に基づいて、上記読取画像格納ステッ
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プにおいて格納された上記画像情報を上記ウェブログサーバ装置に転送する画像転送ステ
ップと、を含むことを特徴とする。
【００３９】
　また、請求項２７に記載のシートは、ネットワークを介してウェブログサーバ装置に接
続された読取画像転送装置に、画像読取装置を介して画像情報を読取らせるためのシート
であって、上記ウェブログサーバ装置の接続先アドレス情報、上記ウェブログサーバ装置
に対する転送プロトコル、および、上記ウェブログサーバ装置に利用者を識別させるため
の利用者識別情報のうち少なくとも一つを、上記読取画像転送装置に読取らせるよう表示
することを特徴とする。
【００４０】
　また、請求項２８に記載のシートは、ネットワークを介してウェブログサーバ装置に接
続された読取画像転送装置に、無線通信手段を備えた画像読取装置を介して画像情報を読
取らせるためのシートであって、上記ウェブログサーバ装置の接続先アドレス情報、上記
ウェブログサーバ装置に対する転送プロトコル、および、上記ウェブログサーバ装置に利
用者を識別させるための利用者識別情報のうち少なくとも一つを記憶し、上記無線通信手
段を介して上記読取画像転送装置に送信する記憶送信手段を備えたことを特徴とする。
【００４１】
　また、請求項２９に記載のキャリアシートは、ネットワークを介してウェブログサーバ
装置に接続された読取画像転送装置に、画像読取装置を介して画像情報を読取らせるため
の原稿を、上記画像読取装置に搬送するキャリアシートであって、透明シートおよび台紙
シートを備え、上記透明シートと上記台紙シートの少なくとも一辺を上記原稿を挿入可能
に固定し、上記ウェブログサーバ装置の接続先アドレス情報、上記ウェブログサーバ装置
に対する転送プロトコル、および、上記ウェブログサーバ装置に利用者を識別させるため
の利用者識別情報のうち少なくとも一つを、上記読取画像転送装置に読取らせるよう、上
記透明シートおよび上記台紙シートのうち少なくとも一つに表示することを特徴とする。
【００４２】
　また、請求項３０に記載のキャリアシートは、ネットワークを介してウェブログサーバ
装置に接続された読取画像転送装置に、無線通信手段を備えた画像読取装置を介して画像
情報を読取らせるための原稿を、上記画像読取装置に搬送するキャリアシートであって、
透明シートおよび台紙シートを備え、上記透明シートと上記台紙シートの少なくとも一辺
を上記原稿を挿入可能に固定し、上記ウェブログサーバ装置の接続先アドレス情報、上記
ウェブログサーバ装置に対する転送プロトコル、および、上記ウェブログサーバ装置に利
用者を識別させるための利用者識別情報のうち少なくとも一つを記憶し、上記無線通信手
段を介して上記読取画像転送装置に送信する記憶送信手段を備えたことを特徴とする。
【００４３】
　また、本発明は記録媒体に関するものであり、上記請求項２６に記載のプログラムを記
録したことを特徴とする。
【発明の効果】
【００４４】
　この発明によれば、コンピュータ操作に不慣れな利用者であっても簡単にウェブログの
投稿ができ、その他の利用者にとっても煩雑な操作手順を省略することができる。また、
ウェブログ間での投稿方法や登録方法の差異を意識することなく、利用者が自由に作成し
た原稿を任意のウェブログに登録することができる。また、本発明によれば、ブログ開設
を容易化することができる。
【００４５】
　特に本発明によれば、紙文書（例えば、販売促進用広告、カタログ、経営メッセージ、
手書きメモ等）をウェブログに投稿したい場合、画像読取装置からパーソナルコンピュー
タなどの情報処理装置に読取画像データを移し変える操作が不要になり、簡単にウェブロ
グ登録が行えるため、画像読取装置およびウェブログの用途が拡大するという効果を奏す
る。
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【発明を実施するための最良の形態】
【００４６】
　以下に、本発明にかかる読取画像転送装置、読取画像転送システム、読取画像転送方法
、プログラム、シート、および、キャリアシートの実施の形態を図面に基づいて詳細に説
明する。なお、この実施の形態によりこの発明が限定されるものではない。
【００４７】
［本発明の概要］
　以下、本発明の概要について説明し、その後、本発明の構成および処理等について詳細
に説明する。図１は、本発明の基本原理を示すフローチャートである。
【００４８】
　本発明は、概略的に、以下の基本的特徴を有する。すなわち、本発明の本読取画像転送
装置は、画像読取装置と、ネットワークを介してウェブログサーバ装置とに接続されてお
り、記憶部と制御部とを少なくとも備えて構成され、記憶部は利用者設定情報を記憶する
。
【００４９】
　ここで、利用者設定情報は、少なくとも、ウェブログサーバ装置の接続先アドレス情報
と、ウェブログサーバ装置に対する転送プロトコルと、ウェブログサーバ装置に利用者を
識別させるための利用者識別情報とを有する。
【００５０】
　そして、図１に示すように、本読取画像転送装置は、画像読取装置を制御して原稿から
画像情報を読取る（ステップＳＡ－１）。
【００５１】
　ここで、原稿の媒体としては、シート（用紙、フィルム、ＯＨＰシート等）等を用いて
もよい。また、原稿を画像読取装置に搬送する媒体として、透明シートおよび台紙シート
を備え、少なくとも一辺を原稿を挿入可能に固定したキャリアシートを用いてもよい。ま
た、シートまたはキャリアシートは、接続先アドレス情報、転送プロトコル、および、利
用者識別情報のうち少なくとも一つを、読取画像転送装置に読取らせるよう表示してもよ
い。また、シートまたはキャリアシートは、接続先アドレス情報、転送プロトコル、およ
び、利用者識別情報のうち少なくとも一つを記憶し、無線通信手段を介して読取画像転送
装置に送信する記憶送信手段（例えば、ＲＦＩＤ等）を備えて構成されてもよい。
【００５２】
　そして、本読取画像転送装置は、読取られた画像情報を記憶部に格納する（ステップＳ
Ａ－２）。
【００５３】
　そして、本読取画像転送装置は、記憶部に記憶された利用者設定情報に基づいて、記憶
部に格納された画像情報をウェブログサーバ装置に転送する（ステップＳＡ－３）。
【００５４】
　以上により、ウェブログに読取画像が掲載される（ステップＳＡ－４）。具体的には、
ウェブログサーバ装置が、ウェブログサーバ装置にネットワークを介して接続している端
末装置に、読取画像が掲載されたウェブログサイトを提供する。ここで、本読取画像転送
装置は、利用者のメールアドレス情報と利用者識別情報とを対応付けて記憶し、ウェブロ
グサーバ装置から掲載成否情報を受信し、利用者識別情報に対応するメールアドレスを送
信先として、掲載成否情報を通知するメールを送信してもよい。
【００５５】
　ここで、「掲載成否情報」とは、画像情報のウェブログへの掲載が成功したか否かに関
する情報であり、例えば、利用者識別情報や掲載成功情報やエラーコード（利用者に割り
当てられたウェブログサーバ装置の記憶部の容量不足を示すエラーコードや、転送された
画像情報がウェブログサーバ装置の掲載フォーマットに合致していないことを示すエラー
コード、利用者識別情報に基づく利用者の認証が成功しなかったことを示すエラーコード
など）等を含んでもよい。
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【００５６】
　ここで、本読取画像転送装置は、転送前に、読取られた画像情報を表示部に表示するよ
う制御してもよい。
【００５７】
　その際、本読取画像転送装置は、表示された画像情報を、ウェブログサーバ装置に転送
させるか否かを、利用者に入力部を介して入力させるよう制御する。
【００５８】
　そして、本読取画像転送装置は、利用者により画像情報を転送すると入力があった場合
に、記憶部に格納された画像情報をウェブログサーバ装置に転送する。
【００５９】
　また、ここで、本読取画像転送装置は、複数の上記ウェブログサーバ装置毎に、接続先
アドレス情報または転送プロトコルを環境設定情報として記憶し、利用者に入力部を介し
てウェブログサーバ装置の情報を入力させるよう制御し、環境設定情報に基づいてウェブ
ログサーバ装置に対応する環境設定情報を利用者設定情報に設定し格納するよう構成して
もよい。
【００６０】
　また、本読取画像転送装置は、画像読取装置を介して読取られた画像情報を、記憶部に
記憶された画像掲載フォーマット情報に基づいて、ウェブログサーバ装置の画像掲載フォ
ーマットに適合するように変換して記憶部に格納してもよい。
【００６１】
　また、本読取画像転送装置は、読取られた画像情報から文字、記号または図形を認識し
て文字等情報を取得してもよい。この場合、本読取画像転送装置は、取得された文字等情
報に基づいて、利用者設定情報を編集してもよい。また、文字等情報の認識は、ＯＣＲ（
Optical Character Reader）機能等により実現されてもよい。
【００６２】
　ここで、文字等情報とは、認識された、文字、記号または図形等の情報のことであり、
例えば、バーコード、ＱＲコード、印影、ＵＲＬ等の情報である。
【００６３】
　また、本読取画像転送装置は、更にＩＣカード読取装置に接続され、ＩＣカード読取装
置を介してＩＣカードの課金制御を行い、ＩＣカードから課金された場合に、画像情報を
ウェブログサーバ装置に転送するよう構成してもよい。
【００６４】
　また、本読取画像転送装置は、更に少なくとも記憶部を備えたウェブログ管理サーバ装
置に、ネットワークを介して接続され構成されてもよく、ウェブログ管理サーバ装置は、
複数のウェブログサーバ装置毎に、接続先アドレス情報、転送プロトコル、または画像掲
載フォーマット情報を基本環境設定情報として記憶し、本読取画像転送装置は、ウェブロ
グ管理サーバ装置に記憶された基本環境設定情報を参照し、各種ウェブログ用環境設定記
憶手段に記憶された環境設定情報を更新するよう構成してもよい。
【００６５】
　ここで、本読取画像転送装置は、ネットワークを介して、少なくとも記憶部と制御部と
表示部と入力部を備えた情報通信端末装置に更に接続されて構成されてもよい。
【００６６】
　上記のように構成した場合、本読取画像転送装置は、画像読取装置を制御して原稿から
画像情報を読取る。
【００６７】
　そして、本読取画像転送装置は、読取られた画像情報を読取画像転送装置の記憶部に格
納する。
【００６８】
　そして、本読取画像転送装置は、記憶部に記憶された利用者設定情報に基づいて、記憶
部に格納された画像情報をウェブログサーバ装置に転送する。ここで、本構成の場合、読
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取画像は未だウェブログに掲載されない。
【００６９】
　そして、本読取画像転送装置は、読取画像ファイルに格納された画像情報を添付して情
報通信端末装置にメールを送信する。ここで、本読取画像転送装置は、更に赤外線通信装
置に接続され、赤外線通信装置を制御して赤外線通信を行い利用者ＩＤ情報および／また
はメールアドレス情報を取得し、取得した利用者ＩＤ情報および／またはメールアドレス
情報を格納し、取得されたメールアドレス、または、赤外線通信手段により取得された利
用者ＩＤ情報に対応する格納されたメールアドレスを送信先として、画像を添付したメー
ルを情報通信端末装置に送信してもよい。
【００７０】
　そして、本情報通信端末装置は、メールに添付されて送信された画像情報を情報通信端
末装置の表示部に表示するよう制御する。
【００７１】
　そして、本情報通信端末装置は、表示された画像情報に対応する、ウェブログサーバ装
置に転送された画像情報を、ウェブログに掲載するか否かを利用者に入力部を介して入力
させるよう制御する。
【００７２】
　そして、本情報通信端末装置は、利用者により画像情報を掲載すると入力があった場合
に、転送された画像情報をウェブログに掲載するようウェブログサーバ装置を制御する掲
載指示情報を、ウェブログサーバ装置に送信する。ウェブログサーバ装置は、掲載指示情
報を受信することにより、読取画像をウェブログに掲載して提供する。
【００７３】
　以上が、情報通信端末装置を加えて構成した場合の本発明の概要である。ここで、本読
取画像転送装置から画像情報をウェブログサーバ装置に転送する構成の他に、本情報通信
端末装置から画像情報を、直接、ウェブログサーバ装置に転送する構成としてもよい。以
上で本発明の概要の説明を終える。
【００７４】
［本読取画像転送システムの構成］
　まず、本読取画像転送システムの構成について説明する。図２は、本発明が適用される
本読取画像転送システムの構成の一例を示すブロック図であり、該構成のうち本発明に関
係する部分のみを概念的に示している。本読取画像転送システムは、概略的に読取画像転
送装置１００と、ウェブログに関するデータベースやサーバアプリケーション等のプログ
ラム等を実行しウェブサイトを提供するウェブログサーバ装置２００と、情報通信端末装
置５００とを、ネットワーク３００を介して通信可能に接続して構成されている。
【００７５】
　図２において、ネットワーク３００は、読取画像転送装置１００とウェブログサーバ装
置２００と情報通信端末装置５００とを相互に接続する機能を有し、例えば、インターネ
ット、電話回線網（携帯電話回線網、一般電話回線網を含む。）、イントラネット等であ
る。
【００７６】
　図２において、ウェブログサーバ装置２００は、ネットワーク３００を介して、読取画
像転送装置１００と相互に接続され、利用者に対してウェブログに関するデータベースや
サーバアプリケーション等のプログラム等を実行しウェブログ等のウェブサイトを提供す
る機能を有する。
【００７７】
　ここで、ウェブログサーバ装置２００は、データベースにＸＭＬ文書や画像などの情報
を蓄積しておき、ＷＥＢブラウザなどのクライアントソフトウェアの要求に応じて、ネッ
トワーク３００を通じて、これらの情報を送信する役割を果たす。また、ウェブログサー
バ装置２００は、要求に応じてプログラムを実行し、結果をクライアントに送信する動的
ページ生成の機能や、データベースと連携したトランザクション処理機能などを実現して
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もよい。また、ウェブログサーバ装置２００のハードウェア構成は、一般に市販されるワ
ークステーション、パーソナルコンピュータ等の情報処理装置およびその付属装置により
構成していてもよい。また、ウェブログサーバ装置２００の各機能は、ウェブログサーバ
装置２００のハードウェア構成中のＣＰＵ、ディスク装置、メモリ装置、入力装置、出力
装置、通信制御装置等およびそれらを制御するプログラム等により実現される。なお、ウ
ェブログサーバ装置２００は、ネットワーク３００に複数接続されて構成されていてもよ
い。
【００７８】
　図２において読取画像転送装置１００は、概略的に、読取画像転送装置１００の全体を
統括的に制御するＣＰＵ等の制御部１０２、通信回線等に接続されるルータ等の通信装置
（図示せず）に接続される通信制御インターフェース部１０４、入出力制御インターフェ
ース部１０８、および、各種のデータベースやテーブルなどを格納する記憶部１０６を備
えて構成されており、これら各部は任意の通信路を介して通信可能に接続されている。更
に、この読取画像転送装置１００は、ルータ等の通信装置および専用線等の有線または無
線の通信回線を介して、ネットワーク３００に通信可能に接続されている。
【００７９】
　記憶部１０６に格納される各種のデータベースやテーブル（利用者設定ファイル１０６
ａ～メール通知リストファイル１０６ｅ）は、固定ディスク装置等のストレージ手段であ
り、各種処理に用いる各種のプログラムやテーブルやファイルやデータベースやウェブペ
ージ等を格納する。
【００８０】
　これら記憶部１０６の各構成要素のうち、利用者設定ファイル１０６ａは、ウェブログ
サーバ装置２００の接続先アドレス情報（例えば、接続先ＵＲＬ、エンドポイント、メー
ルアドレス等）や、ウェブログサーバ装置２００に対する転送プロトコル、ウェブログサ
ーバ装置２００に利用者を識別させるための利用者識別情報等を利用者設定情報として記
憶する利用者設定情報記憶手段である。この利用者設定ファイル１０６ａに格納される利
用者設定情報には、利用者毎にウェブログ毎の利用者設定情報のファイル名を定義する接
続名や、ウェブログが公開しているエンドポイントを定義するエンドポイント情報、読取
画像転送装置１００とウェブログサーバ装置２００との接続を仲介するプロキシの情報、
ウェブログサーバ装置２００がサポートする画像掲載フォーマット情報等を有していても
よい。また、利用者識別情報には、ウェブログサーバ装置２００が利用者認証を行うため
のパスワード情報を含んで構成されてもよい。また、エンドポイント情報は、接続先アド
レスとポート番号を含んで構成されてもよい。
【００８１】
　また、読取画像ファイル１０６ｂは、画像読取装置１１２を制御して原稿から読取られ
た画像情報を記憶する読取画像記憶手段である。
【００８２】
　また、利用者情報ファイル１０６ｃは、利用者ＩＤ情報および／またはメールアドレス
情報を記憶する利用者情報記憶手段である。ここで、利用者情報ファイル１０６ｃは、利
用者ＩＤ情報とメールアドレス情報とを対応づけて記憶してもよい。
【００８３】
　また、各種ウェブログ用環境設定ファイル１０６ｄは、複数のウェブログサーバ装置２
００毎に、接続先アドレス情報や、転送プロトコルや、ウェブログサーバ装置２００がサ
ポートする画像掲載フォーマット情報等を、環境設定情報としてデータベース化した各種
ウェブログ用環境設定記憶手段である。例えば、各種ウェブログ用環境設定ファイル１０
６ｄは、ウェブログ装置２００がサポートする転送プロトコルとして、ＨＴＴＰ（HyperT
ext Transfer Protocol）やＳＭＴＰ（Simple Mail Transfer Protocol）、ＸＭＬ－ＲＰ
Ｃ（Extensible Markup Language- Remote Procedure Call）等をウェブログサーバ装置
毎またはブログタイプ毎に対応付けて記憶してもよい。また、各種ウェブログ用環境設定
ファイル１０６ｄは、環境設定情報をブログタイプに対応付けて記憶してもよく、各ウェ
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ブログサーバ装置２００をブログタイプに対応付けて記憶してもよい。
【００８４】
　また、メール通知リストファイル１０６ｅは、利用者のメールアドレス情報と利用者識
別情報とを対応付けて記憶するメール通知リスト記憶手段である。ここで、メール通知リ
ストファイル１０６ｅは、利用者設定ファイル１０６ａに記憶された利用者設定情報と、
利用者情報ファイル１０６ｃに記憶されたメールアドレス情報に基づいて作成されてもよ
い。また、メール通知リストファイル１０６ｅは、利用者の複数のメールアドレス情報を
利用者識別情報と対応付けて記憶してもよい。
【００８５】
　また、図２において、通信制御インターフェース部１０４は、読取画像転送装置１００
とネットワーク３００（またはルータ等の通信装置）との間における通信制御を行う。す
なわち、通信制御インターフェース部１０４は、他の端末と通信回線を介してデータを通
信する機能を有する。
【００８６】
　また、図２において、入出力制御インターフェース部１０８は、画像読取装置１１２や
入力装置１１３、表示装置１１４、赤外線通信装置１１５、ＩＣカード読取装置１１６に
接続され、これらの制御を行う。また、入力装置１１３としては、キーボード、マウス、
マイク等を用いることができる。また、表示装置１１４は、例えば、モニタ（家庭用テレ
ビを含む）等である。また、赤外線通信装置１１５としては、ＩｒＤＡ（Infrared Data 
Association）等の技術を用いてもよい。また、ＩＣカード読取装置１１６としては、非
接触ＩＣカード技術を用いて構成してもよい。
【００８７】
　図２において、画像読取装置１１２は、原稿から画像情報を読み込むための装置である
。ここで、画像読取装置１１２は、無線通信手段を備えて構成されてもよい。例えば、画
像読取装置１１２は、原稿の読み込みとともに、ＲＦＩＤチップ等の記憶送信手段から無
線通信手段（例えば、ＲＦＩＤセンサー（センスコイル）等）を介して接続先アドレス情
報や転送プロトコルや利用者識別情報等の情報を受信してもよい。
【００８８】
　ここで、原稿媒体について説明する。原稿媒体としては、シート（用紙、フィルム、Ｏ
ＨＰシート等）等を用いてもよい。また、原稿を画像読取装置１１２に搬送する媒体とし
て、透明シートおよび台紙シートを備え、少なくとも一辺を原稿を挿入可能に固定したキ
ャリアシートを用いてもよい。また、シートまたはキャリアシートは、接続先アドレス情
報、転送プロトコル、および、利用者識別情報のうち少なくとも一つを、読取画像転送装
置１１２に読取らせるよう表示してもよい。例えば、シートまたはキャリアシート（透明
シート、台紙シート）には、バーコードや、ＱＲコード等の二次元バーコード等の図形が
表示されてもよい。すなわち、シートまたはキャリアシートは、接続先アドレス情報、転
送プロトコル、および、利用者識別情報のうち少なくとも一つをバーコードや二次元バー
コード等の図形として表示してもよい。また、シートまたはキャリアシートは、接続先ア
ドレス情報、転送プロトコル、および、利用者識別情報のうち少なくとも一つを記憶し、
無線通信手段を備えた画像読取装置１１２を介して読取画像転送装置１００に送信する記
憶送信手段（例えば、ＲＦＩＤ等）を備えてもよい。
【００８９】
　また、図２において、制御部１０２は、ＯＳ（Ｏｐｅｒａｔｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ）等
の制御プログラム、各種の処理手順等を規定したプログラム、および所要データを格納す
るための内部メモリを有し、これらのプログラム等により、種々の処理を実行するための
情報処理を行う。制御部１０２は、機能概念的に、画像読取部１０２ａ、読取画像格納部
１０２ｂ、画像転送部１０２ｃ、読取画像表示部１０２ｄ、転送確認部１０２ｅ、画像添
付メール送信部１０２ｆ、文字等認識部１０２ｇ、利用者設定編集部１０２ｈ、赤外線通
信部１０２ｉ、ＩＣカード課金制御部１０２ｊ、利用者情報格納部１０２ｋ、メール通知
部１０２ｍを備えて構成されている。
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【００９０】
　このうち、画像読取部１０２ａは、画像読取装置１１２を制御して原稿から画像情報を
読取る画像読取手段である。ここで、画像読取部１０２ａは、無線通信手段を備えた画像
読取装置１１２を制御して、原稿媒体（シート、キャリアシート等）の記憶送信手段から
、接続先アドレス情報、転送プロトコル、および、利用者識別情報のうち少なくとも一つ
を読取るよう構成してもよい。
【００９１】
　また、読取画像格納部１０２ｂは、画像読取部１０２ａによって読取られた画像情報を
読取画像ファイル１０６ｂに格納する読取画像格納手段である。ここで、読取画像格納部
１０２ｂは、画像読取部１０２ａによって読取られた画像情報を、利用者設定ファイル１
０６ａに記憶された画像掲載フォーマット情報に基づいて、ウェブログサーバ装置２００
の画像掲載フォーマットに適合するように変換して格納してもよい。画像掲載フォーマッ
トとは、ウェブログサーバ装置２００がサポートする、画像サイズ、画像フォーマット形
式（ＪＰＥＧ、ＧＩＦ、ＰＮＧ等）等のことである。
【００９２】
　また、画像転送部１０２ｃは、利用者設定ファイル１０６ａに記憶された利用者設定情
報に基づいて、通信制御インターフェース部１０４を制御することにより、読取画像ファ
イル１０６ｂに記憶された画像情報にウェブログサーバ装置２００に転送する画像転送手
段である。ここで、画像転送部１０２ｃは、ＩＣカード課金制御部１０２ｊの制御により
ＩＣカードから課金された場合に、読取画像ファイル１０６ｂに記憶された画像情報をウ
ェブログサーバ装置２００に転送するよう構成してもよい。
【００９３】
　また、読取画像表示部１０２ｄは、画像読取部１０２ａによって読取られた画像情報を
表示装置１１４に表示するよう制御する読取画像表示手段である。
【００９４】
　また、転送確認部１０２ｅは、読取画像表示部１０２ｄによって表示された画像情報を
、画像転送部１０２ｃによりウェブログサーバ装置２００に転送させるか否かを、利用者
に入力装置１１３を介して入力させるよう制御する転送確認手段である。
【００９５】
　また、画像添付メール送信部１０２ｆは、読取画像ファイル１０６ｂに記憶された画像
情報を添付して情報通信端末装置５００にメールを送信する画像添付メール送信手段であ
る。ここで、画像添付メール送信部１０２ｆは、赤外線通信部１０２ｉにより取得された
メールアドレス、または、赤外線通信部１０２ｉにより取得された利用者ＩＤ情報に対応
する利用者情報ファイル１０６ｃに記憶されたメールアドレスを送信先として、メールを
情報通信端末装置５００に送信してもよい。また、画像添付メール送信部１０２ｆは、Ｉ
Ｃカード課金制御部１０２ｊによってＩＣカードから課金された場合に、読取画像ファイ
ル１０６ｂに記憶された画像情報を添付して情報通信端末装置５００にメールを送信する
よう構成してもよい。
【００９６】
　また、文字等認識部１０２ｇは、読取画像ファイル１０６ｂに記憶された画像情報から
文字、記号または図形を認識して文字等情報を取得する文字等認識手段である。ここで、
文字等認識部１０２ｇは、ＯＣＲ機能により実現されてもよい。一例として、文字等認識
部１０２ｇは、画像情報からバーコードや二次元コードの図形を認識して、接続先アドレ
ス情報、転送プロトコル、および、利用者識別情報のうち少なくとも一つを文字等情報と
して取得してもよい。
【００９７】
　また、利用者設定編集部１０２ｈは、利用者に入力装置１１３を介してウェブログサー
バ装置２００の情報を入力させるよう制御し、各種ウェブログ用環境設定ファイル１０６
ｄに記憶された環境設定情報に基づいて、入力されたウェブログサーバ装置２００の情報
に対応する、転送プロトコルや接続先アドレス情報や画像掲載フォーマット情報等の環境
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設定情報を利用者設定情報に設定し利用者設定ファイル１０６ａに格納する利用者設定編
集手段である。ここで、利用者設定編集部１０２ｈは、ウェブログサーバ装置２００の情
報として、ブログタイプ（ウェブログの種類）を選択させるよう制御し、環境設定情報に
基づいて、ブログタイプに適合する環境設定情報を利用者設定情報に設定してもよい。ま
た、利用者設定編集部１０２ｈは、文字等認識部１０２ｇにより取得された文字等情報に
基づいて、利用者設定ファイル１０６ａに記憶された利用者設定情報を編集してもよい。
例えば、利用者設定編集部１０２ｈは、文字等情報としてＵＲＬ情報等の接続先アドレス
情報を得た場合に、利用者設定情報の接続先アドレス情報を編集し、利用者設定ファイル
１０６ａに格納してもよい。また、利用者設定編集部１０２ｈは、画像読取部１０２ａに
より読取られ文字等認識部１０２ｇにより認識された、接続先アドレス情報、転送プロト
コル、および、利用者識別情報のうち少なくとも一つを利用者設定情報に設定し利用者設
定ファイル１０６ａに格納してもよい。
【００９８】
　また、赤外線通信部１０２ｉは、赤外線通信装置１１５を制御して赤外線通信を行い利
用者ＩＤ情報および／またはメールアドレス情報を取得する赤外線通信手段である。ここ
で、赤外線通信部１０２ｉは、情報通信端末装置５００の赤外線通信装置５１５を介して
、情報通信端末装置５００と赤外線通信を行うよう構成してもよい。
【００９９】
　また、ＩＣカード課金制御部１０２ｊは、ＩＣカード読取装置１１６を介してＩＣカー
ドの課金制御を行うＩＣカード課金制御手段である。ここで、ＩＣカード課金制御部１０
２ｊは、非接触ＩＣカード技術を用いて構成されてもよい。
【０１００】
　また、利用者情報格納部１０２ｋは、赤外線通信部１０２ｉによって取得された利用者
ＩＤ情報および／またはメールアドレス情報を利用者情報ファイル１０６ｃに格納する利
用者情報格納手段である。
【０１０１】
　また、メール通知部１０２ｍは、転送された画像情報のウェブログへの掲載が成功した
か否かの掲載成否情報をウェブログサーバ装置２００から受信し、メール通知リストファ
イル１０６ｅに記憶された、利用者識別情報に対応するメールアドレスを送信先として、
掲載成否情報を通知するメールを送信するメール通知手段である。ここで、メール通知部
１０２ｍは、掲載成否情報として、利用者識別情報や掲載成功情報の他、利用者に割り当
てられたウェブログサーバ装置２００の記憶部の容量不足を示すエラーコードや、画像情
報がウェブログサーバ装置２００の掲載フォーマットに合致していないことを示すエラー
コード、利用者識別情報に基づく利用者の認証が成功しなかったことを示すエラーコード
等を受信し、当該掲載成否情報をメール送信してもよい。
【０１０２】
　図２において、情報通信端末装置５００は、ネットワーク３００に接続されており、メ
ール送受信機能等を有する。情報通信端末装置５００のハードウェア構成は、一般に市販
されるワークステーション、パーソナルコンピュータ等の情報処理装置およびその付属装
置により構成していてもよく、例えば、携帯電話端末装置や、ＰＤＡ（Personal Digital
 Assistants）、ＰＨＳ（Personal Handyphone System）、ページャー、ノート型パーソ
ナルコンピュータ等であってもよい。ここで、情報通信端末装置５００の構成について、
図３を参照して、以下に詳細に説明する。図３は、本読取画像転送システムにおける本情
報通信端末装置５００の構成の一例を示すブロック図である。
【０１０３】
　図３において情報通信端末装置５００は、概略的に、情報通信端末装置５００の全体を
統括的に制御するＣＰＵ等の制御部５０２、ルータ等の通信装置（図示せず）に接続され
る通信制御インターフェース部５０４、入力装置５１３や表示装置５１４や赤外線通信装
置５１５に接続される入出力制御インターフェース部５０８、および、各種のデータベー
スやテーブルなどを格納する記憶部５０６を備えて構成されており、これら各部は任意の
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通信路を介して通信可能に接続されている。更に、この情報通信端末装置５００は、ルー
タ等の通信装置等の無線の通信回線を介して、ネットワーク３００に通信可能に接続され
ている。
【０１０４】
　記憶部５０６に格納される各種のデータベースやテーブル（利用者設定ファイル５０６
ａ～各種ウェブログ用環境設定ファイル５０６ｃ）は、固定ディスク装置等のストレージ
手段であり、各種処理に用いる各種のプログラムやテーブルやファイルやデータベースや
ウェブページ等を格納する。
【０１０５】
　これら記憶部５０６の各構成要素のうち、利用者設定ファイル５０６ａは、ウェブログ
サーバ装置２００の接続先アドレス情報（例えば、接続先ＵＲＬ、エンドポイント、メー
ルアドレス等）や、ウェブログサーバ装置２００に対する転送プロトコル、ウェブログサ
ーバ装置２００に利用者を識別させるための利用者識別情報等の利用者設定情報を記憶す
る利用者設定情報記憶手段である。この利用者設定ファイル５０６ａに格納される利用者
設定情報には、利用者毎にウェブログ毎の利用者設定情報のファイル名を定義する接続名
や、ウェブログが公開しているエンドポイントを定義するエンドポイント情報、読取画像
転送装置１００とウェブログサーバ装置２００との接続を仲介するプロキシの情報、ウェ
ブログサーバ装置２００がサポートする画像掲載フォーマット情報等を有していてもよい
。また、利用者識別情報は、パスワード情報を含んで構成されてもよい。
【０１０６】
　また、読取画像ファイル５０６ｂは、画像添付メール受信部５０２ａによりメールに添
付されて受信された画像情報を記憶する読取画像記憶手段である。
【０１０７】
　また、各種ウェブログ用環境設定ファイル５０６ｃは、複数のウェブログサーバ装置２
００毎に、接続先アドレス情報や、転送プロトコルや、画像掲載フォーマット情報等を、
環境設定情報としてデータベース化した各種ウェブログ用環境設定記憶手段である。例え
ば、各種ウェブログ用環境設定ファイル５０６ｃは、ウェブログ装置２００がサポートす
る転送プロトコルとしてＨＴＴＰ（HyperText Transfer Protocol）や、ＳＭＴＰ（Simpl
e Mail Transfer Protocol）、ＸＭＬ－ＲＰＣ（Extensible Markup Language- Remote P
rocedure Call）等をウェブログサーバ装置２００毎またはブログタイプ毎に対応付けて
記憶する。
【０１０８】
　また、図３において、通信制御インターフェース部５０４は、情報通信端末装置５００
とネットワーク３００（または通信装置）との間における通信制御を行う。すなわち、通
信制御インターフェース部５０４は、ネットワーク３００に接続された他の端末と通信す
る機能を有する。
【０１０９】
　また、図３において、入出力制御インターフェース部５０８は、入力装置５１３や表示
装置５１４や赤外線通信装置５１５の制御を行う。ここで、表示装置５１４は、例えば、
液晶ディスプレイ等である。また、入力装置５１３としては、プッシュボタン、タッチパ
ネルおよびマイク等を用いることができる。ここで、入出力制御インターフェース部５０
８は、赤外線通信装置５１５の制御を行ってもよい。また、入出力制御インターフェース
部５０８は、赤外線通信装置５１５を制御することにより、利用者ＩＤやメールアドレス
情報等を送信する制御を行ってもよい。
【０１１０】
　また、図３において、制御部５０２は、ＯＳ（Ｏｐｅｒａｔｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ）等
の制御プログラム、各種の処理手順等を規定したプログラム、および所要データを格納す
るための内部メモリを有し、これらのプログラム等により、種々の処理を実行するための
情報処理を行う。制御部５０２は、機能概念的に、画像添付メール受信部５０２ａ、読取
画像格納部５０２ｂ、画像転送部５０２ｃ、読取画像表示部５０２ｄ、転送確認部５０２
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ｅ、掲載確認部５０２ｆ、掲載指示送信部５０２ｇ、利用者設定編集部５０２ｈ、掲載成
否情報出力部５０２ｉを備えて構成されている。
【０１１１】
　このうち、画像添付メール受信部５０２ａは、通信制御インターフェース部５０４を制
御してネットワーク３００から画像情報が添付されたメールを受信する画像添付メール受
信手段である。
【０１１２】
　また、読取画像格納部５０２ｂは、画像添付メール受信部５０２ａにより受信されたメ
ールに添付された画像情報を読取画像ファイル５０６ｂに格納する読取画像格納手段であ
る。ここで、読取画像格納部５０２ｂは、画像添付メール受信部５０２ａによって受信さ
れた画像情報を、利用者設定ファイル５０６ａに記憶された画像掲載フォーマット情報に
基づいて、ウェブログサーバ装置２００の画像掲載フォーマットに適合するように変換し
て格納してもよい。
【０１１３】
　また、画像転送部５０２ｃは、利用者設定ファイル５０６ａに記憶された利用者設定情
報に基づいて、通信制御インターフェース部５０４を制御することにより、読取画像ファ
イル５０６ｂに記憶された画像情報をウェブログサーバ装置２００に転送する画像転送手
段である。
【０１１４】
　また、読取画像表示部５０２ｄは、読取画像ファイル５０６ｂに記憶された画像情報を
表示装置５１４に表示するよう制御する読取画像表示手段である。
【０１１５】
　また、転送確認部５０２ｅは、読取画像表示部５０２ｄによって表示された画像情報を
、画像転送部５０２ｃによりウェブログサーバ装置２００に転送させるか否かを、利用者
に入力装置５１３を介して入力させるよう制御する転送確認手段である。
【０１１６】
　また、掲載確認部５０２ｆは、読取画像表示部５０２ｄによって表示された画像情報に
対応する、画像転送部１０２ｃによって転送された画像情報を、ウェブログに掲載するか
否かを利用者に入力装置５１３を介して入力させるよう制御する掲載確認手段である。
【０１１７】
　また、掲載指示送信部５０２ｇは、掲載確認部５０２ｆの制御により利用者から画像情
報を掲載すると入力があった場合に、画像転送部１０２ｃにより転送された対応する画像
情報をウェブログに掲載するようウェブログサーバ装置２００を制御する掲載指示情報を
ネットワーク３００を介してウェブログサーバ装置２００に送信する掲載指示送信手段で
ある。ここで、「掲載指示情報」は、例えば、ウェブログからデータベースに転送され格
納された画像情報のリンク情報であってもよい。
【０１１８】
　また、利用者設定編集部５０２ｈは、利用者に入力装置５１３を介してウェブログサー
バ装置２００の情報を入力させるよう制御し、各種ウェブログ用環境設定ファイル５０６
ｃに記憶された環境設定情報に基づいてウェブログサーバ装置２００に対応する環境設定
情報を利用者設定情報に設定し利用者設定ファイル５０６ａに格納する利用者設定編集手
段である。ここで、利用者設定編集部５０２ｈは、利用者に入力装置５１３を介してブロ
グタイプ（ウェブログの種類）を選択させるよう制御し、ブログタイプに適合する転送プ
ロトコル（ＸＭＬ－ＲＰＣ、ＳＭＴＰなど）、画像掲載フォーマット等を設定してもよい
。
【０１１９】
　また、掲載成否情報出力部５０２ｉは、画像転送部５０２ｃにより転送された画像情報
のウェブログへの掲載が成功したか否かの掲載成否情報を、ウェブログサーバ装置２００
から受信して、表示装置５１４に出力する掲載成否情報出力手段である。ここで、掲載成
否情報出力部５０２ｉは、画像転送部１０２ｃにより転送された画像情報のウェブログへ
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の掲載が成功したか否かの掲載成否情報を通知するメールを、読取画像転送装置１００か
ら受信して、表示装置５１４に出力してもよい。また、ここで、掲載成否情報出力部５０
２ｉが出力する出力先は、表示装置５１４に限られず、スピーカーやプリンタや外部記憶
装置等の他の出力装置であってもよい。
【０１２０】
［本読取画像転送装置の処理］
　次に、このように構成された本実施の形態における本読取画像転送装置１００の処理の
一例について、以下に図２～図１２を参照して詳細に説明する。
【０１２１】
［読取画像転送処理］
　まず、読取画像転送処理の詳細について図４～図８を参照して説明する。図４は、本実
施の形態における本読取画像転送装置１００の読取画像転送処理の一例を示すフローチャ
ートである。また、図５～図８はそれぞれ、読取画像転送処理の処理画面、確認画面、文
字認識画面、ウェブログ画面の一例を示す図である。
【０１２２】
　まず、画像読取部１０２ａは、入出力制御インターフェース部１０８を制御し、画像読
取装置１１２を介して、原稿から画像情報を読取る（ステップＳＢ－１）。ここで、画像
読取部１０２ａは、無線通信手段を備えた画像読取装置１１２を制御して、原稿媒体（シ
ート、キャリアシート等）の記憶送信手段から、接続先アドレス情報、転送プロトコル、
および、利用者識別情報のうち少なくとも一つを読取ってもよい。
【０１２３】
　つぎに、読取画像格納部１０２ｂは、画像読取部１０２ａによって読取られた画像情報
を読取画像ファイル１０６ｂに格納する（ステップＳＢ－２）。ここで、読取画像格納部
１０２ｂは、画像読取部１０２ａによって読取られた画像情報を、利用者設定ファイル１
０６ａに記憶された画像掲載フォーマット情報に基づいて、ウェブログサーバ装置２００
の画像掲載フォーマットに適合するように変換して格納してもよい。ここで、図５の読取
画像転送処理の処理画面は、ファイル保存完了ページ表示画面ＭＡ－１、中止ボタンＭＡ
－２、各種設定表示画面ＭＡ－３から構成される。図５に示すように、ファイル保存完了
ページ表示画面ＭＡ－１は、現在、読取画像格納部１０２ｂの処理により、読取画像ファ
イル１０６ｂに格納された画像情報の原稿ページ数を示す。ここで、読取画像格納部１０
２ｂは、利用者に中止ボタンＭＡ－２を入力させるように制御し、画像情報の格納を中止
するよう構成されてもよい。ここで、図５の各種設定表示画面ＭＡ－３に示すように、読
取画像転送装置１００は、画像読取部１０２ａまたは読取画像格納部１０２ｂの処理によ
り、利用者設定ファイル１０６ａに記憶された利用者設定情報等に基づいて、両面／片面
、カラー／モノクロ、フォーマット（ＪＰＥＧ、ＧＩＦ、ＰＮＧ等）、サイズの自動判定
、白紙削除、向き補正、傾き補正、圧縮等の設定された処理を行って画像情報を格納して
もよい。
【０１２４】
　そして、図６に示すように、読取画像表示部１０２ｄは、入出力制御インターフェース
部１０８を介して、画像読取部１０２ａによって読取られた画像情報を表示装置１１４に
表示するよう制御する（ステップＳＢ－３）。ここで、図６の確認画面は、読取画像表示
画面ＭＢ－１、接続名表示画面ＭＢ－２、設定ボタンＭＢ－３、タイトル表示画面ＭＢ－
４、記事表示画面ＭＢ－５、ＯＣＲ読取ボタンＭＢ－６、投稿オプションボタンＭＢ－７
、ブログ確認ボタンＭＢ－８、投稿ボタンＭＢ－９、閉じるボタンＭＢ－１０から構成さ
れる。ステップＳＢ－３において、読取画像表示部１０２ｄは、例えば図６に示すように
、読取画像表示画面ＭＢ－１に画像情報を表示するよう制御する。
【０１２５】
　ここで、図７に示すように、文字等認識部１０２ｇは、読取画像ファイル１０６ｂに記
憶された画像情報から文字、記号または図形を認識して文字等情報を取得してもよい。具
体的には、文字等認識部１０２ｇは、利用者に入力装置１１３を介して、図６のＯＣＲ読
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取ボタンＭＢ－６をクリックさせるよう制御することにより、文字等認識部１０２ｇは画
像情報から文字等情報を取得する（図７）。そして、図７に示すように、文字等認識部１
０２ｇは、ＯＣＲ認識した文字列の先頭部分をタイトルとして設定し（タイトル表示画面
ＭＢ－４）、先頭部分以降を記事として設定する（記事表示画面ＭＢ－５）。なお、利用
者は、必要に応じて自動入力されたタイトル、記事を修正できる。ここで、利用者設定編
集部１０２ｈは、読取った文字等情報のうち、ＵＲＬや、ＱＲコード、バーコード、陰影
等の情報に基づいて、接続先アドレス等を設定するよう利用者設定情報を編集してもよい
。
【０１２６】
　そして、転送確認部１０２ｅは、読取画像表示部１０２ｄによって表示された画像情報
を、画像転送部１０２ｃによりウェブログサーバ装置２００に転送させるか否かを、利用
者に入力装置１１３を介して入力させるよう入出力制御インターフェース部１０８を制御
する（ステップＳＢ－４）。具体的には、転送確認部１０２ｅは、図６に示すように、利
用者に入力装置１１３を介して、投稿ボタンＭＢ－９をクリックさせるよう制御する。こ
こで、転送確認部１０２ｅは、利用者に投稿ボタンＭＢ－９をクリックさせる前に、接続
名表示画面ＭＢ－２で既に登録された接続名を選択させるよう制御してもよく、また、設
定ボタンＭＢ－３で利用者情報の設定をさせるように制御してもよい。また、転送確認部
１０２ｅは、図６に示すように、利用者に入力装置１１３を介して、閉じるボタンＭＢ－
１０をクリックさせるよう制御して、ウェブログサーバ装置２００に転送しないよう画像
転送部１０２ｃを制御してもよい。
【０１２７】
　そして、画像転送部１０２ｃは、読取画像表示部１０２ｄの処理により利用者から転送
情報を転送すると入力があった場合に、利用者設定ファイル１０６ａに記憶された利用者
設定情報に基づいて、通信制御インターフェース部１０４を介してネットワーク３００を
経由してウェブログサーバ装置２００に接続し、読取画像ファイル１０６ｂに記憶された
画像情報をウェブログサーバ装置２００に転送する（ステップＳＢ－５）。
【０１２８】
　そして、図８に示すように、ウェブログサーバ装置２００は、ウェブログサーバ装置２
００にネットワーク３００を介して接続している端末装置に、読取画像（読取画像表示画
面ＭＣ－１）が掲載されたウェブログサイトＭＣ－２を提供する（ステップＳＢ－６）。
ここで、読取画像転送装置１００は、利用者に入力装置１１３を介して、図６のブログ確
認ボタンＭＢ－８をクリックさせるよう制御し、表示装置１１４を制御して、図８に示す
ようにブラウザを介してウェブログサイトを確認できるよう構成してもよい。
【０１２９】
　そして、メール通知部１０２ｍは、画像転送部１０２ｃの処理により転送された画像情
報のウェブログへの掲載が成功したか否かの掲載成否情報を、通信制御インターフェース
部１０４を制御してウェブログサーバ装置２００から受信し、メール通知リストファイル
１０６ｅに記憶された、利用者識別情報に対応するメールアドレスを送信先として、掲載
成否情報を利用者に通知するメールを送信する（ステップＳＢ－７）。ここで、メール通
知部１０２ｍは、掲載成否情報として、利用者識別情報や掲載成功情報、エラーコード等
を受信し、当該掲載成否情報をメール送信してもよい。これにて、読取画像転送処理が終
了する。
【０１３０】
［利用者設定編集処理］
　ここで、利用者設定編集部１０２ｈの処理による利用者設定編集処理の詳細について図
９～図１２を参照して説明する。図９および図１０は、本実施の形態における利用者設定
編集部１０２ｈの処理により表示された操作画面の一例を示す図である。なお、利用者設
定編集部５０２ｈの処理も以下と同様であるので説明を省略する。ここで、図９および図
１０の操作画面は、接続名設定画面ＭＤ－１、ブログタイプ設定画面ＭＤ－２、利用者識
別情報設定画面ＭＤ－３、パスワード設定画面ＭＤ－４、エンドポイント設定画面ＭＤ－
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５、プロキシ設定画面ＭＤ－６、プロキシ取得ボタンＭＤ－７、削除ボタンＭＤ－８、追
加ボタンＭＤ－９、登録ボタンＭＤ－１０、閉じるボタンＭＤ－１１、掲載成否通知先メ
ールアドレス設定画面ＭＤ－１２から構成される。
【０１３１】
　本プログラムのインストール直後など、利用者が最初に本読取画像転送装置１００を利
用する場合等には、接続先などの設定を行い利用者設定情報を入力する。具体的には、利
用者設定編集部１０２ｈは、利用者に入力装置１１３を介して、図６に示した確認画面の
設定ボタンＭＢ－３をクリックさせるよう制御し、図９に示すように設定画面を表示させ
るよう制御する。
【０１３２】
　そして、利用者設定編集部１０２ｈは、利用者に入力装置１１３を介して、接続名設定
画面ＭＤ－１に接続名を、ブログタイプ設定画面ＭＤ－２にブログタイプ（ウェブログの
種類）を入力させるよう制御する。
【０１３３】
　そして、利用者設定編集部１０２ｈは、各種ウェブログ用環境設定ファイル１０６ｅに
記憶された環境設定情報に基づいて、入力されたブログタイプに対応する環境設定情報を
利用者設定情報に設定し利用者設定ファイル１０６ａに格納する。ここで、利用者設定編
集部１０２ｈは、利用者に入力装置１１３を介して、ウェブログサーバ装置２００を一覧
から選択させるよう制御してもよい。
【０１３４】
　ここで、本実施の形態においては、ブログタイプは大きく２つに大別され、Ｍｏｖａｂ
ｌｅＴｙｐｅのウェブログにおいては、画像転送部１０２ｃは、転送プロトコルとしてＸ
ＭＬ－ＲＰＣを用いて転送し、メールでの投稿を可能としているウェブログにおいては、
画像転送部１０２ｃは、転送プロトコルとしてＳＭＴＰを用いる。
【０１３５】
　ＭｏｖａｂｌｅＴｙｐｅのブログタイプが利用者設定情報として入力された場合は、利
用者設定編集部１０２ｈは、図１０に示すように、利用者に入力装置１１３を介して、利
用者識別情報設定画面ＭＤ－３に利用者識別情報を、パスワード設定画面ＭＤ－４にパス
ワードを、エンドポイント設定画面ＭＤ－５に接続先アドレスとしてエンドポイントを、
プロキシ設定画面ＭＤ－６にプロキシを設定させるよう制御する。なお、利用者設定編集
部１０２ｈは、利用者にプロキシ取得ボタンＭＤ－７をクリックさせることにより、プロ
キシを自動設定するよう制御してもよい。
【０１３６】
　一方、メールでの投稿を可能としているブログタイプが設定された場合は、利用者設定
編集部１０２ｈは、利用者に入力装置１１３を介して、利用者のメールアドレス（宛て先
）、接続先アドレスとしてのメールアドレス（送信元）、メールサーバ（ＳＭＴＰ）、ト
ップページＵＲＬ等を入力させるよう制御する。
【０１３７】
　そして、利用者設定編集部１０２ｈは、利用者に入力装置１１３を介して登録ボタンＭ
Ｄ－１０をクリックさせるよう制御し、利用者により入力された各種設定情報を利用者設
定情報として利用者設定ファイル１０６ａに格納する。
【０１３８】
　以上により、設定処理が完了する。なお、利用者設定情報は利用者設定ファイル１０６
ａに記憶されるので、２回目以降の利用の際には再度の設定は不要である。また、上記の
各入力は、自動入力されるよう構成してもよく、例えば、利用者設定編集部１０２ｈは、
プロトコルを自動認識するよう構成してもよい。
【０１３９】
　また、ここで、利用者設定編集部１０２ｈは、利用者に入力装置１１３を介して、追加
ボタンＭＤ－９をクリックさせるよう制御することにより、利用者設定情報を追加するよ
う制御してもよい。また、利用者設定編集部１０２ｈは、利用者に入力装置１１３を介し
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て、削除ボタンＭＤ－８をクリックさせるよう制御することにより、利用者情報を削除し
てもよい。
【０１４０】
　また、ここで、メール通知部１０２ｍは、利用者に入力装置１１３を介して、掲載成否
通知先メールアドレス設定画面ＭＤ－１２に、掲載成否情報の通知先メールアドレスを入
力させるよう制御し、入力されたメールアドレスを利用者識別情報と対応付けてメール通
知リストファイル１０６ｅに格納してもよい。
【０１４１】
　また、ここで、利用者設定編集部１０２ｈは、投稿オプションを利用者に入力させるよ
う制御してもよい。図１１は投稿オプションの入力画面の一例を示す図である。ここで、
図１１の入力画面は、カテゴリ選択画面ＭＥ－１、記事状態選択画面ＭＥ－２、公開時期
設定画面ＭＥ－３、コメント受付選択画面ＭＥ－４、トラックバック受付選択画面ＭＥ－
５、トラックバック先設定画面ＭＥ－６、ＯＫボタンＭＥ－７から構成される。
【０１４２】
　図１１に示すように、利用者設定編集部１０２ｈは、利用者に入力装置１１３を介して
、カテゴリ選択画面ＭＥ－１にウェブログの記事のカテゴリを選択させるよう制御する。
ここで、読取画像転送装置１００は、カテゴリ等をウェブログサーバ装置２００から自動
的に取得するよう構成してもよい。また、利用者設定編集部１０２ｈは、利用者に入力装
置１１３を介して、記事状態選択画面ＭＥ－２に記事の状態、例えば、「今すぐ公開」す
るか「後で公開」するかを選択させるよう制御する。利用者設定編集部１０２ｈは、記事
状態選択画面ＭＥ－２で「後で公開」が選択された場合に、利用者に入力装置１１３を介
して、公開時期設定画面ＭＥ－３で公開時期を入力するよう制御してもよい。また、利用
者設定編集部１０２ｈは、利用者に入力装置１１３を介して、コメント受付選択画面ＭＥ
－４にコメントを受付けるか否かを選択するよう制御する。また、利用者設定編集部１０
２ｈは、利用者に入力装置１１３を介して、トラックバック受付選択画面ＭＥ－５にトラ
ックバックを受付けるか否かを選択させるよう制御する。また、利用者設定編集部１０２
ｈは、トラックバック受付選択画面ＭＥ－５でトラックバックを受付けると選択された場
合に、利用者に入力装置１１３を介して、トラックバック先設定画面ＭＥ－６にトラック
バック先ＵＲＬを入力させるよう制御する。そして、利用者設定編集部１０２ｈは、利用
者に入力装置１１３を介して、ＯＫボタンＭＥ－７をクリックさせることにより、上記各
投稿オプションを記憶部１０６（例えば、利用者設定ファイル１０６ａ）に格納するよう
制御する。
【０１４３】
　ここで、利用者設定編集部１０２ｈは、動作環境設定を利用者に入力させるよう制御し
てもよい。図１２は、動作環境設定の入力画面の一例を示す図である。ここで、図１２の
動作環境設定入力画面は、接続先アドレス入力画面ＭＦ－１、利用者識別情報入力画面Ｍ
Ｆ－２、パスワード入力画面ＭＦ－３、ブログタイプ選択画面ＭＦ－４、自己診断ボタン
ＭＦ－５、タイトル入力画面ＭＦ－６、カテゴリ入力画面ＭＦ－７、追加と削除ボタンＭ
Ｆ－８、公開／非公開ラジオボタンＭＦ－９、コメント受付ラジオボタンＭＦ－１０、ト
ラックバック受付ラジオボタンＭＦ－１１、有効期限入力画面ＭＦ－１２、ＯＫボタンＭ
Ｆ－１３、キャンセルボタンＭＦ－１４から構成される。
【０１４４】
　図１２に示すように、利用者設定編集部１０２ｈは、利用者に入力装置１１３を介して
、接続先アドレス入力画面ＭＦ－１に接続先アドレスを、利用者識別情報入力画面ＭＦ－
２に利用者識別情報を、パスワード入力画面ＭＦ－３にパスワードを、ブログタイプ選択
画面ＭＦ－４にブログタイプを、入力させるよう制御する。ここで、図１２に示すように
、利用者設定編集部１０２ｈは、利用者に入力装置１１３を介して、自己診断ボタンＭＦ
－５をクリックさせるよう制御し、自己診断処理としてテスト投稿を行うことでＨＴＴＰ
パラメタを微調整するよう構成してもよい。
【０１４５】
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　また、図１２に示すように、利用者設定編集部１０２ｈは、利用者に入力装置１１３を
介して、タイトル入力画面ＭＦ－６にタイトルを、カテゴリ入力画面ＭＦ－７にウェブロ
グ記事のカテゴリを、追加と削除ボタンＭＦ－８で設定情報の追加または削除を行うか否
かを入力させるよう制御する。また、利用者設定編集部１０２ｈは、利用者に入力装置１
１３を介して、公開／非公開ラジオボタンＭＦ－９でウェブログ公開するか否かを、コメ
ント受付ラジオボタンＭＦ－１０でコメントを受付けるか否かを、トラックバック受付ラ
ジオボタンＭＦ－１１でトラックバックを受付けるか否かを、有効期限入力画面ＭＦ－１
２でウェブログ掲載の有効期限を、入力させるよう制御する。
【０１４６】
　そして、利用者設定編集部１０２ｈは、利用者に入力装置１１３を介して、ＯＫボタン
ＭＦ－１３をクリックさせるよう制御し、ＯＫボタンＭＦ－１３をクリックされた場合に
、上記各種設定を利用者設定ファイル１０２ａに格納する。一方、キャンセルボタンＭＦ
－１４がクリックされた場合は、利用者設定編集部１０２ｈは、利用者設定を更新するこ
となく設定処理を終了する。これにて、設定処理の説明を終える。
【０１４７】
　以上で、本実施の形態における本読取画像転送装置の処理の説明を終える。以上のよう
に構成したことにより、本実施の形態における本読取画像転送システムの処理の説明を終
える。上記実施の形態によれば、コンピュータ操作に不慣れな利用者であっても簡単にウ
ェブログの投稿ができ、煩雑な操作手順を省略することができる。また、利用者が自由に
作成した原稿を任意のウェブログに登録することができる。
【０１４８】
　また、煩雑なキーボード入力が不要になるという効果を奏する。特に、２回目以降の利
用時に煩雑な操作手順を省略することができ、２、３回程度の操作（例えば、読込開始、
投稿確認等）で、ブログに記事を投稿することができる。また、複数のウェブログサーバ
装置毎に、ウェブログに接続、転送または掲載するための環境設定情報を記憶した各種ウ
ェブログ用環境設定ファイルを備えたので、利用者が本来設定しなければならない環境設
定の項目数を少なくし、利用開始までの時間・手続きを少なくすることができる。また、
ブログ投稿方法（転送プロトコル等）の差異を吸収することができる。
【０１４９】
　これにて、本読取画像転送装置１００の処理の説明を終える。
【０１５０】
［本読取画像転送システムの処理］
　次に、情報通信端末装置を備えて構成された本実施の形態における本読取画像転送シス
テムの処理の一例について、以下に図１３および図１４を参照して詳細に説明する。
【０１５１】
［本読取画像転送システムの読取画像転送処理（掲載指示）］
　まず、本読取画像転送システムにおける読取画像転送処理（掲載指示）の詳細について
図１３を参照して説明する。図１３は、本実施の形態における本読取画像転送システムの
読取画像転送処理（掲載指示）の一例を示すフローチャートである。
【０１５２】
　図１３に示すように、まず、読取画像転送装置１００は、画像読取部１０２ａの処理に
より、画像読取装置１１２を制御して、原稿から画像情報を読取る（ステップＳＣ－１）
。
【０１５３】
　つぎに、読取画像転送装置１００は、読取画像格納部１０２ｂの処理により、画像読取
部１０２ａにより読取られた画像情報を読取画像ファイル１０６ｂに格納する（ステップ
ＳＣ－２）。
【０１５４】
　そして、読取画像転送装置１００は、画像添付メール送信部１０２ｆの処理により、読
取画像格納部１０２ｂにより読取画像ファイル１０６ｂに格納された画像情報を添付して
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情報通信端末装置５００にメールを送信する（ステップＳＣ－３）。ここで、画像添付メ
ール送信部１０２ｆは、画像サイズを縮小した画像情報（例えば、サムネイル画像）を添
付してメールを送信してもよい。また、画像添付メール送信部１０２ｆは、ＩＣカード課
金制御部１０２ｊによってＩＣカードから課金された場合に、読取画像ファイル１０６ｂ
に記憶された画像情報を添付して情報通信端末装置５００にメールを送信するよう構成し
てもよい。
【０１５５】
　また、ここで、赤外線通信部１０２ｉは、赤外線通信装置１１５を制御して赤外線通信
を行い利用者ＩＤ情報および／またはメールアドレス情報を取得し、画像添付メール送信
部１０２ｆは、赤外線通信部１０２ｉの処理により取得されたメールアドレス、または、
赤外線通信部１０２ｉの処理により取得された利用者ＩＤ情報に対応する利用者情報ファ
イル１０６ｃに記憶されたメールアドレスを送信先として、メールを情報通信端末装置５
００に送信してもよい。また、ここで、利用者情報格納部１０２ｋは、赤外線通信部１０
２ｉの処理により利用者ＩＤおよび／またはメールアドレスを取得した場合に、利用者情
報ファイル１０６ｃに格納するよう構成してもよい。
【０１５６】
　そして、読取画像転送装置１００は、画像転送部１０２ｃの処理により、利用者設定フ
ァイル１０６ａに記憶された利用者設定情報に基づいて、通信制御インターフェース部１
０４を介してネットワーク３００を経由してウェブログサーバ装置２００に接続し、読取
画像ファイル１０６ｂに記憶された画像情報をウェブログサーバ装置２００に転送する（
ステップＳＣ－４）。ここで、画像転送部１０２ｃは、ＩＣカード課金制御部１０２ｊの
制御によりＩＣカードから課金された場合に、読取画像ファイル１０６ｂに記憶された画
像情報をウェブログサーバ装置２００に転送するよう構成してもよい。ここで、ステップ
ＳＣ－３とステップＳＣ－４は、いずれを先とする構成としてもよい。また、本実施の形
態における本読取画像転送システムにおいては、ウェブログサーバ装置２００は、読取画
像転送装置１００から転送された画像情報をデータベースに格納し、掲載指示情報を受信
するまで読取画像をウェブログに掲載するよう制御は行わない。
【０１５７】
　つづいて、情報通信端末装置５００は、画像添付メール受信部５０２ａの処理により読
取画像転送装置１００から受信したメールに添付された画像情報を、読取画像格納部５０
２ｂの処理により読取画像ファイル５０６ｂに格納し、読取画像表示部５０２ｄの処理に
より、読取画像ファイル５０６ｂに格納された画像情報を表示装置５１４に表示する制御
する。
【０１５８】
　そして、情報通信端末装置５００は、掲載確認部５０２ｆの処理により、読取画像表示
部５０２ｄによって表示された画像情報に対応する、画像転送部１０２ｃによってウェブ
ログサーバ装置２００に転送された画像情報を、ウェブログに掲載するか否かを利用者に
入力装置５１３を介して入力させるよう制御する（ステップＳＣ－５）。
【０１５９】
　そして、情報通信端末装置５００は、掲載指示送信部５０２ｇの処理により、掲載確認
部５０２ｆの制御により利用者から画像情報を掲載すると入力があった場合に、画像転送
部１０２ｃによりウェブログサーバ装置２００に転送された画像情報をウェブログに掲載
するようウェブログサーバ装置２００を制御する掲載指示情報を、ウェブログサーバ装置
２００に送信する（ステップＳＣ－６）。
【０１６０】
　そして、掲載指示情報を受信したウェブログサーバ装置２００は、ウェブログサーバ装
置２００にネットワーク３００を介して接続している端末装置に、読取画像が掲載された
ウェブログサイトを提供する（ステップＳＣ－７）。具体的には、掲載指示情報を受信し
たウェブログサーバ装置２００は、ウェブサイトからデータベースに格納された画像情報
に対しリンクを形成するよう制御してもよい。
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【０１６１】
　そして、ウェブログサーバ装置２００は、画像転送部１０２ｍにより転送された画像情
報のウェブログへの掲載が成功したか否かの掲載成否情報を読取画像転送装置１００に送
信する。掲載成否情報を受信した読取画像転送装置１００は、メール通知部１０２ｍの処
理により、メール通知リストファイル１０６ｅに記憶された利用者識別情報に対応するメ
ールアドレスを送信先として、掲載成否情報を通知するメールを送信する（ステップＳＣ
－８）。これにより、利用者の情報通信端末装置５００は、掲載成否情報出力部５０２ｉ
の処理により、通信制御インターフェース部５０４を制御してメールを受信し、表示装置
５１４を制御して掲載成否情報を利用者に提示する。ここで、情報通信端末装置５００は
、掲載成否情報出力部５０２ｉの処理により、掲載成否情報を直接、ウェブログサーバ装
置２００から受信してもよい。
【０１６２】
［本読取画像転送システムの読取画像転送処理（携帯電話から直接投稿）］
　つぎに、本読取画像転送システムにおける読取画像転送処理（携帯電話から直接投稿）
の詳細について図１４を参照して説明する。図１４は、本実施の形態における本読取画像
転送システムの読取画像転送処理（携帯電話から直接投稿）の一例を示すフローチャート
である。
【０１６３】
　図１４に示すように、まず、読取画像転送装置１００は、画像読取部１０２ａの処理に
より、画像読取装置１１２を制御して、原稿から画像情報を読取る（ステップＳＤ－１）
。
【０１６４】
　つぎに、読取画像転送装置１００は、読取画像格納部１０２ｂの処理により、画像読取
部１０２ａにより読取られた画像情報を読取画像ファイル１０６ｂに格納する（ステップ
ＳＤ－２）。
【０１６５】
　そして、読取画像転送装置１００は、画像添付メール送信部１０２ｆの処理により、読
取画像格納部１０２ｂにより読取画像ファイル１０６ｂに格納された画像情報を添付して
情報通信端末装置５００にメールを送信する（ステップＳＤ－３）。ここで、画像添付メ
ール送信部１０２ｆは、画像サイズを縮小した画像情報（例えば、サムネイル画像）を添
付してメールを送信してもよい。また、画像添付メール送信部１０２ｆは、ＩＣカード課
金制御部１０２ｊによってＩＣカードから課金された場合に、読取画像ファイル１０６ｂ
に記憶された画像情報を添付して情報通信端末装置５００にメールを送信するよう構成し
てもよい。
【０１６６】
　また、ここで、赤外線通信部１０２ｉは、赤外線通信装置１１５を制御して赤外線通信
を行い利用者ＩＤ情報および／またはメールアドレス情報を取得し、画像添付メール送信
部１０２ｆは、赤外線通信部１０２ｉの処理により取得されたメールアドレス、または、
赤外線通信部１０２ｉの処理により取得された利用者ＩＤ情報に対応する利用者情報ファ
イル１０６ｃに記憶されたメールアドレスを送信先として、メールを情報通信端末装置５
００に送信してもよい。また、ここで、利用者情報格納部１０２ｋは、赤外線通信部１０
２ｉの処理により利用者ＩＤおよび／またはメールアドレスを取得した場合に、利用者情
報ファイル１０６ｃに格納するよう構成してもよい。
【０１６７】
　つづいて、情報通信端末装置５００は、画像添付メール受信部５０２ａの処理により読
取画像転送装置１００から受信したメールに添付された画像情報を、読取画像格納部５０
２ｂの処理により読取画像ファイル５０６ｂに格納し、読取画像表示部５０２ｄの処理に
より、読取画像ファイル５０６ｂに格納された画像情報を表示装置５１４に表示するよう
制御する。
【０１６８】
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　そして、情報通信端末装置５００は、転送確認部５０２ｅの処理により、読取画像表示
部５０２ｄにより表示された画像情報をウェブログサーバ装置２００に転送するか否かを
、利用者に入力装置５１３を介して入力させるよう制御する（ステップＳＤ－４）。
【０１６９】
　そして、情報通信端末装置５００は、画像転送部５０２ｃの処理により、転送確認部５
０２ｅの制御により利用者から画像情報を転送すると入力があった場合に、利用者設定フ
ァイル５０６ａに記憶された利用者設定情報に基づいて、ウェブログサーバ装置２００に
接続し、読取画像ファイル５０６ｂに格納された画像情報をウェブログサーバ装置２００
に転送する（ステップＳＤ－５）。
【０１７０】
　これにより、ウェブログサーバ装置２００は、ウェブログサーバ装置２００にネットワ
ーク３００を介して接続している端末装置に、読取画像が掲載されたウェブログサイトを
提供する（ステップＳＤ－６）。ここで、ウェブログサーバ装置２００は、画像転送部５
０２ｍにより転送された画像情報のウェブログへの掲載が成功したか否かの掲載成否情報
を情報通信端末装置５００に送信する。
【０１７１】
　そして、情報通信端末装置５００は、掲載成否情報出力部５０２ｉの処理により、通信
制御インターフェース部５０４を制御して掲載成否情報を受信し、入出力制御インターフ
ェース部５０８を介して表示装置５１４を制御して掲載成否情報を利用者に通知する（ス
テップＳＤ－７）。ここで、掲載成否情報出力部５０２ｉは、掲載成否情報を、メール通
知部１０２ｍの処理により読取画像転送装置１００を介して受信してもよい。また、ここ
で、情報通信端末装置５００は、掲載成否情報出力部５０２ｉの処理により、掲載成否情
報として、利用者識別情報や掲載成功情報、エラーコード等を受信し、当該掲載成否情報
を表示装置５１４に出力してもよい。
【０１７２】
　以上で、本実施の形態における本読取画像転送システムの処理の説明を終える。上記実
施の形態によれば、コンピュータ操作に不慣れな利用者であっても簡単にウェブログの投
稿ができ、煩雑な操作手順を省略することができる。また、利用者が自由に作成した原稿
を任意のウェブログに登録することができる。
【０１７３】
　また、煩雑なキーボード入力が不要になるという効果を奏する。特に、２回目以降の利
用時に煩雑な操作手順を省略することができ、２、３回程度の操作（例えば、読込開始、
投稿確認等）で、ブログに記事を投稿することができる。また、複数のウェブログサーバ
装置２００毎に、接続先アドレス情報または転送プロトコルを環境設定情報を記憶した各
種ウェブログ用環境設定ファイルを備えたので、ブログ投稿方法（転送プロトコル等）の
差異を吸収することができる。
【０１７４】
［他の実施の形態］
　さて、これまで本発明の実施の形態について説明したが、本発明は、上述した実施の形
態以外にも、上記特許請求の範囲に記載した技術的思想の範囲内において種々の異なる実
施の形態にて実施されてよいものである。ここで、図１５は、ウェブログ管理サーバ装置
６００を更に備えて構成されたシステムとその処理の一例を示す概念図である。
【０１７５】
　すなわち、図１５に示すように、他の実施の形態における本システムは、概略的に読取
画像転送装置１００と、ウェブログサーバ装置２００と、情報通信端末装置５００と、ウ
ェブログ管理サーバ装置６００とを、ネットワーク３００を介して通信可能に接続して構
成される。また、ウェブログ管理サーバ装置６００の記憶部は、複数のウェブログサーバ
装置２００毎に、接続先アドレス情報、転送プロトコル、または画像掲載フォーマット情
報を基本環境設定情報として記憶したウェブログ管理マスターファイル６０６を備える。
【０１７６】
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　本システムにおいて、利用者設定編集部１０２ｈは、図１５に示すように、ウェブログ
管理マスターファイル６０６に記憶された基本環境設定情報を参照し、各種ウェブログ用
環境設定ファイル１０６ｄに記憶された環境設定情報を更新する。すなわち、読取画像転
送装置１００は、利用者設定編集部１０２ｈの処理により、通信制御インターフェース部
１０４を制御して、ウェブログ管理サーバ装置６００に接続し、ウェブログ管理マスター
ファイル６０６に記憶された基本環境設定情報をダウンロードし、各種ウェブログ用環境
設定ファイル１０６ｄに記憶された環境設定情報を更新するよう制御する。
【０１７７】
　ここで、利用者設定編集部１０２ｈは、図１５に示すように、各種ウェブログ用環境設
定ファイル１０６ｄに記憶された環境設定ファイルをウェブログ管理サーバ装置６００に
アップロードするよう構成してもよい。すなわち、利用者設定編集部１０２ｈは、環境設
定ファイルをアップロードすることにより、ウェブログ管理サーバ装置６００に、複数の
読取画像転送装置１００または情報通信端末装置５００から、各種ウェブログサーバ装置
２００の接続先アドレス情報や転送プロトコルや画像掲載フォーマット情報等の環境設定
ファイルを収集させるよう制御してもよい。例えば、ウェブログサーバ装置６００の制御
部６０２は、複数の読取画像転送装置１００または情報通信端末装置５００に対し、各種
ウェブログ用環境設定ファイル（１０６ｄまたは５０６ｃ）に記憶された環境設定情報を
アップロードさせるよう制御し、アップロードされた環境設定情報を収集してウェブログ
管理マスターファイル６０６に基本環境設定情報として格納し、ウェブログ管理用マスタ
ーファイルに記憶された基本環境設定情報を読取画像転送装置１００または情報通信端末
装置５００にダウンロードさせるよう制御する。なお、上記他の実施の形態における本シ
ステムにおいて、情報通信端末装置５００の制御部５０２において機能する利用者設定編
集部５０２ｈも、利用者設定編集部１０２ｈの機能と同様であるので説明を省略する。
【０１７８】
　ここで、画像読取装置１１２を介して読取画像転送装置１００に画像情報を読取らせる
ための原稿媒体について図１６～図１８を参照して説明する。図１６は、原稿媒体として
、バーコードが表示されたシートの一例を示す図である。また、図１７は、原稿媒体とし
て、ＱＲコードが表示されたシートの一例を示す図である。また、図１８は、原稿媒体と
して、ＲＦＩＤチップを備えたキャリアシートの使用例を示す図である。
【０１７９】
　図１６に示すように、画像読取装置１１２を介して読取画像転送装置１００に読取らせ
る原稿媒体には、バーコードが表示されたシートを用いてもよい。また、図１７に示すよ
うに、原稿媒体には、ＱＲコードが表示されたシートを用いてもよい。ここで、バーコー
ドまたはＱＲコードは、接続先アドレス情報、転送プロトコル、および、利用者識別情報
のうち少なくとも一つを、読取画像転送装置１００に読取らせるよう表示されている。こ
れにより、文字等認識部１０２ｇは、画像読取部１０２ａの処理により読取られた画像情
報から、接続先アドレス情報や転送プロトコルや利用者識別情報等の情報を取得する。そ
して、利用者設定編集部１０２ｈは、取得された接続先アドレス情報等に基づいて、利用
者設定ファイル１０６ａに記憶された利用者設定情報を更新するので、利用者は接続先な
どの設定作業をすることなく読取画像をウェブログに掲載することができる。
【０１８０】
　また、図１８に示すように、無線通信手段を備えた画像読取装置１１２を介して画像情
報を読取らせるための原稿を画像読取装置１１２に搬送する媒体として、キャリアシート
を用いてもよい。すなわち、図１８に示すように、本キャリアシートは、透明シートおよ
び台紙シートを備え、少なくとも一辺を原稿を挿入可能に固定したキャリアシートであり
、接続先アドレス情報、転送プロトコル、および、利用者識別情報のうち少なくとも一つ
を記憶し、無線通信手段を備えた画像読取装置１１２を介して読取画像転送装置１００に
送信するＲＦＩＤチップを備えている。利用方法として、まず、利用者は、原稿をキャリ
アシートの透明なシートと台紙シートの間に挿入し（図１８（１）参照）、キャリアシー
トを画像読取装置１１２の読取口に設置する（図１８（２）参照）。つぎに、読取画像転
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送装置１００は、画像読取部１０２ａの処理により、無線通信手段を備えた画像読取装置
１１２を制御して、画像情報、および、ＲＦＩＤチップに記憶された接続先アドレス情報
等の情報を読取る（図１８（３）参照）。これにより、読取画像転送装置１００は、利用
者設定編集部１０２ｈの処理により、取得された接続先アドレス情報等に基づいて、利用
者設定ファイル１０６ａに記憶された利用者設定情報を更新するので、利用者は接続先な
どの設定作業をすることなく読取画像をウェブログに掲載することができる。
【０１８１】
　また、上記実施の形態においては、本読取画像転送装置１００がスタンドアローンの形
態で処理を行う場合を一例に説明したが、読取画像転送装置１００とは別筐体で構成され
るクライアント端末からの要求に応じて処理を行うように構成してもよい。特に、少なく
とも画像読取部を備えた装置と、少なくとも転送確認部を備えた装置との別筐体で構成さ
れる場合に、画像読取部を備えた装置の画像読取処理を受けて、転送確認部を備えた装置
の転送確認部が起動されるよう構成してもよい。このように構成することで、転送確認部
を備えた装置（例えばコンピュータ等）の操作を不要とすることができる。
【０１８２】
　また、上記実施の形態においては、ブログタイプ（ウェブログの種類）はウェブログサ
ーバ装置２００につき１種類であるように説明を行ったが、ブログタイプは複数種備えて
構成されてもよい。この場合、各種ウェブログ用環境設定ファイル１０６ｄおよび各種ウ
ェブログ用環境設定ファイル５０６ｃは、複数種のブログタイプから構成されるウェブロ
グサーバ装置２００のうちの種類毎に接続先アドレス情報、転送プロトコル等を記憶する
。
【０１８３】
　また、実施の形態において説明した各処理のうち、自動的に行われるものとして説明し
た処理の全部または一部を手動的に行うこともでき、あるいは、手動的に行われるものと
して説明した処理の全部または一部を公知の方法で自動的に行うこともできる。このほか
、上記文献中や図面中で示した処理手順、制御手順、具体的名称、各処理の登録データや
パラメタを含む情報、画面例、データベース構成については、特記する場合を除いて任意
に変更することができる。
【０１８４】
　また、読取画像転送装置１００および情報通信端末装置５００に関して、図示の各構成
要素は機能概略的なものであり、必ずしも物理的に図示の如く構成されていることを要し
ない。
【０１８５】
　例えば、読取画像転送装置１００および情報通信端末装置５００の各装置が備える処理
機能、特に制御部１０２および制御部５０２にて行われる各処理機能については、その全
部または任意の一部を、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）お
よび当該ＣＰＵにて解釈実行されるプログラムにて実現することができ、あるいは、ワイ
ヤードロジックによるハードウェアとして実現することも可能である。尚、プログラムは
、後述する記録媒体に記録されており、必要に応じて読取画像転送装置１００に機械的に
読み取られる。すなわち、ＲＯＭまたはＨＤなどの記憶部１０６および記憶部５０６など
は、ＯＳ（Ｏｐｅｒａｔｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ）として協働してＣＰＵに命令を与え、各
種処理を行うためのコンピュータプログラムが記録されている。このコンピュータプログ
ラムは、ＲＡＭにロードされることによって実行され、ＣＰＵと協働して制御部を構成す
る。
【０１８６】
　また、このコンピュータプログラムは、読取画像転送装置１００または情報通信端末装
置５００に対して任意のネットワーク３００を介して接続されたアプリケーションプログ
ラムサーバに記憶されていてもよく、必要に応じてその全部または一部をダウンロードす
ることも可能である。
【０１８７】
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　また、本発明に係るプログラムを、コンピュータ読み取り可能な記録媒体に格納するこ
ともできる。ここで、この「記録媒体」とは、フレキシブルディスク、光磁気ディスク、
ＲＯＭ、ＥＰＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ、ＭＯ、ＤＶＤ等の任意の「可搬用の
物理媒体」、あるいは、ＬＡＮ、ＷＡＮ、インターネットに代表されるネットワークを介
してプログラムを送信する場合の通信回線や搬送波のように、短期にプログラムを保持す
る「通信媒体」を含むものとする。
【０１８８】
　また、「プログラム」とは、任意の言語や記述方法にて記述されたデータ処理方法であ
り、ソースコードやバイナリコード等の形式を問わない。なお、「プログラム」は必ずし
も単一的に構成されるものに限られず、複数のモジュールやライブラリとして分散構成さ
れるものや、ＯＳ（Ｏｐｅｒａｔｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ）に代表される別個のプログラム
と協働してその機能を達成するものをも含む。なお、実施の形態に示した各装置において
記録媒体を読み取るための具体的な構成、読み取り手順、あるいは、読み取り後のインス
トール手順等については、周知の構成や手順を用いることができる。
【０１８９】
　記憶部１０６および記憶部５０６に格納される各種のデータベース等（利用者設定ファ
イル１０６ａ～メール通知リストファイル１０６ｅ、利用者設定ファイル５０６ａ～各種
ウェブログ用環境設定ファイル５０６ｃ）は、ＲＡＭ、ＲＯＭ等のメモリ装置、ハードデ
ィスク等の固定ディスク装置、フレキシブルディスク、光ディスク等のストレージ手段で
あり、各種処理やウェブサイト提供に用いる各種のプログラムやテーブルやデータベース
やウェブページ用ファイル等を格納する。
【０１９０】
　また、読取画像転送装置１００は、既知のパーソナルコンピュータ、ワークステーショ
ン等の情報処理装置を接続し、該情報処理装置に本発明の方法を実現させるソフトウェア
（プログラム、データ等を含む）を実装することにより実現してもよい。
【０１９１】
　更に、装置の分散・統合の具体的形態は図示するものに限られず、その全部または一部
を、各種の付加等に応じた任意の単位で、機能的または物理的に分散・統合して構成する
ことができる。
【産業上の利用可能性】
【０１９２】
　以上詳述に説明したように、本発明によれば、コンピュータ操作に不慣れな利用者であ
っても簡単にウェブログの投稿ができ、煩雑な操作手順を省略することができ、また、利
用者が自由に作成した原稿を任意のウェブログに登録することができる、読取画像転送装
置、読取画像転送プログラム、読取画像転送方法、プログラム、シート、および、キャリ
アシートを提供することができるので、マーケティング分野、情報通信分野等において利
用可能である。
【０１９３】
　特に、ウェブログの利用用途が拡大することにより、ウェブログ利用者層の拡大を図る
ことができる。また、同時にスキャナ等の画像読取装置の用途および利用者層が拡大する
という効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【０１９４】
【図１】本発明の基本原理を示すフローチャートである。
【図２】本発明が適用される本読取画像転送システムの構成の一例を示すブロック図であ
る。
【図３】本読取画像転送システムにおける本情報通信端末装置５００の構成の一例を示す
ブロック図である。
【図４】本実施の形態における本読取画像転送装置１００の読取画像転送処理の一例を示
すフローチャートである。
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【図５】読取画像転送処理の処理画面の一例を示す図である。
【図６】読取画像転送処理の確認画面の一例を示す図である。
【図７】読取画像転送処理の文字認識画面の一例を示す図である。
【図８】読取画像転送処理結果のウェブログ画面の一例を示す図である。
【図９】本実施の形態における利用者設定編集部１０２ｈの処理により表示された操作画
面の一例を示す図である。
【図１０】本実施の形態における利用者設定編集部１０２ｈの処理により表示された操作
画面の一例を示す図である。
【図１１】投稿オプションの入力画面の一例を示す図である。
【図１２】動作環境設定の入力画面の一例を示す図である。
【図１３】本実施の形態における本読取画像転送システムの読取画像転送処理（掲載指示
）の一例を示すフローチャートである。
【図１４】本実施の形態における本読取画像転送システムの読取画像転送処理（携帯電話
から直接投稿）の一例を示すフローチャートである。
【図１５】ウェブログ管理サーバ装置６００を更に備えて構成されたシステムとその処理
の一例を示す概念図である。
【図１６】原稿媒体として、バーコードが表示されたシートの一例を示す図である。
【図１７】原稿媒体として、ＱＲコードが表示されたシートの一例を示す図である。
【図１８】原稿媒体として、ＲＦＩＤチップを備えたキャリアシートの使用例を示す図で
ある。
【符号の説明】
【０１９５】
　１００　読取画像転送装置
　　　　　１０２　制御部
　　　　　　　　　１０２ａ　画像読取部
　　　　　　　　　１０２ｂ　読取画像格納部
　　　　　　　　　１０２ｃ　画像転送部
　　　　　　　　　１０２ｄ　読取画像表示部
　　　　　　　　　１０２ｅ　転送確認部
　　　　　　　　　１０２ｆ　画像添付メール送信部
　　　　　　　　　１０２ｇ　文字等認識部
　　　　　　　　　１０２ｈ　利用者設定編集部
　　　　　　　　　１０２ｉ　赤外線通信部
　　　　　　　　　１０２ｊ　ＩＣカード課金制御部
　　　　　　　　　１０２ｋ　利用者情報格納部
　　　　　　　　　１０２ｍ　メール通知部
　　　　　１０４　通信制御インターフェース部
　　　　　１０６　記憶部
　　　　　　　　　１０６ａ　利用者設定ファイル
　　　　　　　　　１０６ｂ　読取画像ファイル
　　　　　　　　　１０６ｃ　利用者情報ファイル
　　　　　　　　　１０６ｄ　各種ウェブログ用環境設定ファイル
　　　　　　　　　１０６ｅ　メール通知リストファイル
　　　　　１０８　入出力制御インターフェース部
　　　　　１１２　画像読取装置
　　　　　１１３　入力装置
　　　　　１１４　表示装置
　　　　　１１５　赤外線通信装置
　　　　　１１６　ＩＣカード読取装置
　２００　ウェブログサーバ装置
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　３００　ネットワーク
　５００　情報通信端末装置
　　　　　５０２　制御部
　　　　　　　　　５０２ａ　画像添付メール受信部
　　　　　　　　　５０２ｂ　読取画像格納部
　　　　　　　　　５０２ｃ　画像転送部
　　　　　　　　　５０２ｄ　読取画像表示部
　　　　　　　　　５０２ｅ　転送確認部
　　　　　　　　　５０２ｆ　掲載確認部
　　　　　　　　　５０２ｇ　掲載指示送信部
　　　　　　　　　５０２ｈ　利用者設定編集部
　　　　　　　　　５０２ｉ　掲載成否情報出力部
　　　　　５０４　通信制御インターフェース部
　　　　　５０６　記憶部
　　　　　　　　　５０６ａ　利用者設定ファイル
　　　　　　　　　５０６ｂ　読取画像ファイル
　　　　　　　　　５０６ｃ　各種ウェブログ用環境設定ファイル
　　　　　５０８　入出力制御インターフェース部
　　　　　５１３　入力装置
　　　　　５１４　表示装置
　　　　　５１５　赤外線通信装置
　　　　　６００　ウェブログ管理サーバ装置
　　　　　　　　　６０６　ウェブログ管理マスターファイル

【図１】 【図２】
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【図１２】 【図１３】

【図１４】 【図１５】
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【図１６】 【図１７】

【図１８】
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